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(57)【要約】
　拡張分散チャネルアクセス（ＥＤＣＡ）動作において
ソフト時分割多重化（ＴＤＭ）割当て情報をシグナリン
グするための方法、システム、およびデバイスについて
説明する。ソフトＴＤＭ割当ては、複数のタイムスロッ
トのうちの少なくとも１つ中に示された優先度アクセス
パラメータで通信するためにノードのグループの１つま
たは複数のノードに送られ得る。ソフトＴＤＭ割当ては
また、１つまたは複数のノードのうちの少なくとも１つ
に１つまたは複数のバックオフ動作ルールを搬送し得る
。さらに、１次および２次の非同時ノードが識別され得
、１次ノードがその間に通信している複数の非同時タイ
ムスロットのうちの少なくとも１つの間に、１次ノード
とは異なる優先度において、２次ノードが通信するため
の信号が２次ノードに送られる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つまたは複数のソフト時分割多重化（ＴＤＭ）割当てフィールドを備える信号を送る
ことと、ここにおいて、前記ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なくとも１つが、
少なくとも１つのタイムスロット中に通信するノードの第２のグループの第２の優先度レ
ベルとは異なる第１の優先度レベルにおいて前記少なくとも１つのタイムスロット中に通
信するためにノードの第１のグループに接続情報を搬送するように構成される、
　前記第１の優先度レベルにおいて前記少なくとも１つのタイムスロット中にノードの前
記第１のグループからの少なくとも１つのノードと通信することと
を備える、
ワイヤレス通信のための方法。
【請求項２】
　前記接続情報が、前記少なくとも１つのタイムスロット中に通信するノードの各グルー
プのための識別データと、前記少なくとも１つのタイムスロット中に通信するノードの前
記第１のグループおよびノードの前記第２のグループのうちの少なくとも１つのための拡
張分散チャネルアクセスパラメータのセットと、前記少なくとも１つのタイムスロットを
識別するタイムスロットパラメータとのうちの１つまたは複数を備える、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　前記識別データが、ノードの１つまたは複数のグループ中の１つまたは複数のノードに
関連する識別コードと、ノードの１つまたは複数のグループ中の１つまたは複数のノード
に関連する識別コードの範囲と、ノードの１つまたは複数のグループのためのあらかじめ
定義された識別コードのインデックスとのうちの少なくとも１つを備える、請求項２に記
載の方法。
【請求項４】
　拡張分散チャネルアクセスパラメータの前記セットが、ノードの各グループのための最
小競合ウィンドウサイズと、最大競合ウィンドウサイズと、アービトレーションフレーム
間スペース数と、送信機会とのうちの１つまたは複数を備える、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記タイムスロットパラメータが、前記少なくとも１つのタイムスロットのための開始
時間および持続時間フィールド、または前記少なくとも１つのタイムスロットのための開
始時間および終了時間を備える、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの前記少なくとも１つが、拡張分散チャネル
アクセスの動作チャネルを識別する情報と、前記少なくとも１つのタイムスロット中に指
定されていないノードによって使用されるべきデフォルト拡張分散チャネルアクセスパラ
メータと、前記少なくとも１つのタイムスロットとは異なる第２のタイムスロット中にノ
ードのグループごとに使用されるべき拡張分散チャネルアクセスパラメータと、いずれか
の指定されたタイムスロットの外部でノードによって使用されるべきデフォルト拡張分散
チャネルアクセスパラメータとのうちの１つまたは複数を備える、請求項２に記載の方法
。
【請求項７】
　前記ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの前記少なくとも１つが、ビーコン、プロー
ブ要求メッセージ、プローブ応答メッセージ、関連付け要求メッセージ、または関連付け
応答メッセージのうちの少なくとも１つにおいて送られる、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのタイムスロットが、反復スケジュール上でそれぞれ繰り返す複数
のタイムスロットを備え、前記ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの前記少なくとも１
つが周期性情報を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
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　前記ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの前記少なくとも１つが、あらゆる周期中の
各タイムスロット中に通信するようにスケジュールされたノードの複数のグループのうち
の少なくとも１つに、あらゆる周期中のそのタイムスロットに関連する前記接続情報を搬
送する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記信号が、あらゆる周期中の各タイムスロット中に使用すべきノードの１次グループ
とノードの２次グループとのための共通拡張分散チャネルアクセスパラメータを備える、
請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　各ソフトＴＤＭ割当てフィールドが、ノードの前記１次グループとして前記共通拡張分
散チャネルアクセスパラメータを使用すべきノードと、ノードの前記２次グループとして
前記共通拡張分散チャネルアクセスパラメータを使用すべきノードとを識別する、請求項
１０に記載の方法。
【請求項１２】
　ノードの各グループ中の少なくとも１つのノードが、前記少なくとも１つのタイムスロ
ットの境界において実施されるバックオフ動作に関連するバックオフタイマーを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記信号が、
　前記ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの前記少なくとも１つ中の前記接続情報に少
なくとも部分的に基づいて前記バックオフタイマーを更新することと、
　少なくとも前記少なくとも１つのタイムスロットの初めにおいて前記バックオフタイマ
ーをリセットすることと
を行うようにノードの各グループ中の前記少なくとも１つのノードに指示する少なくとも
１つのバックオフ動作ルールを備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　通信する少なくとも１つのノードは、前記少なくとも１つのノードがその間に通信して
いるタイムスロットの境界において実施されるバックオフ動作に関連する複数のバックオ
フタイマーを備え、各バックオフタイマーが、反復スケジュール中の特定のタイムスロッ
トに関連する、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記信号は、
　前記少なくとも１つのノードがその間に通信している前記反復スケジュール中の各タイ
ムスロットの終わりにおいて前記関連するバックオフタイマーを休止することと、
　前記少なくとも１つのノードがその間に通信している前記反復スケジュール中の次のそ
の後に生じるタイムスロットの初めにおいて前記関連するバックオフタイマーを再開する
ことと
を行うように前記少なくとも１つのノードに指示する少なくとも１つのバックオフ動作ル
ールを備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　通信する少なくとも１つのノードは、前記少なくとも１つのノードがその間に通信して
いる１次タイムスロットの境界において実施されるバックオフ動作に関連する１次バック
オフタイマーと、前記少なくとも１つのノードがその間に通信している２次タイムスロッ
トの境界において実施されるバックオフ動作に関連する２次バックオフタイマーとを備え
る、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記信号は、
　前記少なくとも１つのノードがその間に通信している１次タイムスロットの終わりにお
いて前記１次バックオフタイマーを休止することと、
　前記少なくとも１つのノードがその間に通信している次のその後に生じる１次タイムス
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ロットの初めにおいて前記１次バックオフタイマーを再開することと
を行うようにノードの各グループ中の前記少なくとも１つのノードに指示する少なくとも
１つのバックオフ動作ルールを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記信号は、
　前記少なくとも１つのノードがその間に通信している各反復２次タイムスロットの初め
において前記２次バックオフタイマーをリセットする
ようにノードの各グループ中の前記少なくとも１つのノードに指示する少なくとも１つの
バックオフ動作ルールを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　１つまたは複数のソフト時分割多重化（ＴＤＭ）割当てフィールドを備える信号を送る
ように構成されたソフトＴＤＭ割当て構成要素を備え、ここにおいて、前記ソフトＴＤＭ
割当てフィールドのうちの少なくとも１つが、少なくとも１つのタイムスロット中に通信
するノードの第２のグループの第２の優先度レベルとは異なる第１の優先度レベルにおい
て前記少なくとも１つのタイムスロット中に通信するためにノードの第１のグループに接
続情報を搬送するように構成され、
　前記ソフトＴＤＭ割当て構成要素が、前記第１の優先度レベルにおいて前記少なくとも
１つのタイムスロット中にノードの前記第１のグループからの少なくとも１つのノードと
通信するようにさらに構成される、
ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２０】
　前記接続情報が、前記少なくとも１つのタイムスロット中に通信するノードの各グルー
プのための識別データと、前記少なくとも１つのタイムスロット中に通信するノードの前
記第１のグループおよびノードの前記第２のグループのうちの少なくとも１つのための拡
張分散チャネルアクセスパラメータのセットと、前記少なくとも１つのタイムスロットを
識別するタイムスロットパラメータとのうちの１つまたは複数を備える、請求項１９に記
載の装置。
【請求項２１】
　前記識別データが、ノードの１つまたは複数のグループ中の１つまたは複数のノードに
関連する識別コードと、ノードの１つまたは複数のグループ中の１つまたは複数のノード
に関連する識別コードの範囲と、ノードの１つまたは複数のグループのためのあらかじめ
定義された識別コードのインデックスとのうちの少なくとも１つを備える、請求項２０に
記載の装置。
【請求項２２】
　拡張分散チャネルアクセスパラメータの前記セットが、ノードの各グループのための最
小競合ウィンドウサイズと、最大競合ウィンドウサイズと、アービトレーションフレーム
間スペース数と、送信機会とのうちの１つまたは複数を備える、請求項２０に記載の装置
。
【請求項２３】
　前記タイムスロットパラメータが、前記少なくとも１つのタイムスロットのための開始
時間および持続時間フィールド、または前記少なくとも１つのタイムスロットのための開
始時間および終了時間を備える、請求項２０に記載の装置。
【請求項２４】
　前記ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの前記少なくとも１つが、拡張分散チャネル
アクセスの動作チャネルを識別する情報と、前記少なくとも１つのタイムスロット中に指
定されていないノードによって使用されるべきデフォルト拡張分散チャネルアクセスパラ
メータと、前記少なくとも１つのタイムスロットとは異なる第２のタイムスロット中にノ
ードのグループごとに使用されるべき拡張分散チャネルアクセスパラメータと、いずれか
の指定されたタイムスロットの外部でノードによって使用されるべきデフォルト拡張分散
チャネルアクセスパラメータとのうちの１つまたは複数を備える、請求項２０に記載の装
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置。
【請求項２５】
　前記ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの前記少なくとも１つが、ビーコン、プロー
ブ要求メッセージ、プローブ応答メッセージ、関連付け要求メッセージ、または関連付け
応答メッセージのうちの少なくとも１つにおいて送られる、請求項１９に記載の装置。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つのタイムスロットが、反復スケジュール上でそれぞれ繰り返す複数
のタイムスロットを備え、前記ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの前記少なくとも１
つが周期性情報を備える、請求項１９に記載の装置。
【請求項２７】
　前記ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの前記少なくとも１つが、あらゆる周期中の
各タイムスロット中に通信するようにスケジュールされたノードの複数のグループのうち
の少なくとも１つに、あらゆる周期中のそのタイムスロットに関連する前記接続情報を搬
送する、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記信号が、あらゆる周期中の各タイムスロット中に使用すべきノードの１次グループ
とノードの２次グループとのための共通拡張分散チャネルアクセスパラメータを備える、
請求項２６に記載の装置。
【請求項２９】
　各ソフトＴＤＭ割当てフィールドが、ノードの前記１次グループとして前記共通拡張分
散チャネルアクセスパラメータを使用すべきノードと、ノードの前記２次グループとして
前記共通拡張分散チャネルアクセスパラメータを使用すべきノードとを識別する、請求項
２８に記載の装置。
【請求項３０】
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令は、
　１つまたは複数のソフトＴＤＭ割当てフィールドを備える信号を送ることと、ここにお
いて、前記ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なくとも１つが、少なくとも１つの
タイムスロット中に通信するノードの第２のグループの第２の優先度レベルとは異なる第
１の優先度レベルにおいて前記少なくとも１つのタイムスロット中に通信するためにノー
ドの第１のグループに接続情報を搬送するように構成される、
　前記第１の優先度レベルにおいて前記少なくとも１つのタイムスロット中にノードの前
記第１のグループからの少なくとも１つのノードと通信することと
を行うように前記少なくとも１つのプロセッサによって実行可能である、
ワイヤレス通信のための装置。
【請求項３１】
　拡張分散チャネルアクセスの少なくとも１つの非同時タイムスロット中に通信すべき少
なくとも１つの１次ノードを識別することと、
　前記少なくとも１つの非同時タイムスロット中に通信すべき少なくとも１つの２次ノー
ドを識別することと、
　接続情報を搬送するために前記少なくとも１つの２次ノードに信号を送ることと、前記
接続情報が、前記少なくとも１つの非同時タイムスロット中に通信すべき前記少なくとも
１つの２次ノードのためのものであり、前記少なくとも１つの２次ノードが、前記少なく
とも１つの１次ノードの第２の優先度レベルとは異なる第１の優先度レベルにおいて前記
少なくとも１つの非同時タイムスロット中に通信する、
を備える、
ワイヤレス通信のための方法。
【請求項３２】
　前記接続情報が、アクセスポイントから送られるビーコン中で搬送され、
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　前記少なくとも１つの２次ノードが前記アクセスポイントから前記ビーコンを受信する
ことに基づいて前記少なくとも１つの２次ノードと通信すること
をさらに備える、請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
　前記拡張分散チャネルアクセス上で動作している少なくとも１つのアクセスポイントに
よって、非同時タイムスロットスケジュールと、拡張分散チャネルアクセス構成情報と、
２次ノードが前記第１の優先度レベルにおいて前記少なくとも１つの非同時タイムスロッ
ト中に通信することを前記少なくとも１つのアクセスポイントが許可するかどうかを識別
するインジケータフィールドとを備える接続情報をブロードキャストすること
をさらに備える、請求項３１に記載の方法。
【請求項３４】
　前記拡張分散チャネルアクセス上で動作している少なくとも１つのアクセスポイントに
よって、前記少なくとも１つのアクセスポイントに関連する接続情報と、少なくとも１つ
のネイバーアクセスポイントに関連する接続情報とをブロードキャストすること
をさらに備える、請求項３１に記載の方法。
【請求項３５】
　前記少なくとも１つのアクセスポイントと前記少なくとも１つのネイバーアクセスポイ
ントとのための前記接続情報は、各アクセスポイントのための非同時タイムスロットスケ
ジュールと、各アクセスポイントのための拡張分散チャネルアクセス構成情報と、２次ノ
ードが前記第１の優先度レベルにおいて前記少なくとも１つの非同時タイムスロット中に
通信することを各アクセスポイントが許可するかどうかを識別するインジケータフィール
ドとを備える、請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　前記接続情報が、前記少なくとも１つの非同時タイムスロットのためのソフト時分割多
重化（ＴＤＭ）割当てフィールドを備える、請求項３１に記載の方法。
【請求項３７】
　前記ソフトＴＤＭ割当てフィールドは、２次ノードが前記第１の優先度レベルにおいて
前記少なくとも１つの非同時タイムスロット中に通信することをアクセスポイントが許可
するかどうかを識別するインジケータフィールドと、前記少なくとも１つの１次ノードの
ための拡張分散チャネルアクセス構成情報と、前記少なくとも１つの２次ノードのための
拡張分散チャネルアクセス構成情報とのうちの１つまたは複数をさらに備える、請求項３
６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記ソフトＴＤＭ割当てフィールドが、前記少なくとも１つの１次ノードと前記少なく
とも１つの２次ノードとを識別する識別データのうちの１つまたは複数をさらに備える、
請求項３７に記載の方法。
【請求項３９】
　前記識別データが、ノードの１つまたは複数のグループ中の１つまたは複数のノードに
関連する識別コードと、ノードの１つまたは複数のグループ中の１つまたは複数のノード
に関連する識別コードの範囲と、ノードの１つまたは複数のグループのためのあらかじめ
定義された識別コードのインデックスとのうちの少なくとも１つを備える、請求項３８に
記載の方法。
【請求項４０】
　前記少なくとも１つの非同時タイムスロットが反復スケジュール上で繰り返され、前記
ソフトＴＤＭ割当てフィールドが周期性情報を備える、請求項３６に記載の方法。
【請求項４１】
　前記ソフトＴＤＭ割当てフィールドが、第１の非同時タイムスロットに関連する前記接
続情報を使用している間に通信するために前記第１の非同時タイムスロットと１つまたは
複数の後続の非同時タイムスロットとを少なくとも１つのノードに搬送する、請求項４０
に記載の方法。
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【請求項４２】
　前記少なくとも１つの１次ノードの前記第２の優先度レベルとは異なる前記第１の優先
度レベルにおいて前記少なくとも１つの非同時タイムスロット中に通信する前記少なくと
も１つの２次ノードは、前記少なくとも１つの１次ノードによって使用される拡張分散チ
ャネルアクセスパラメータに対して前記少なくとも１つの２次ノードによって低減された
拡張分散チャネルアクセスパラメータを使用する、請求項３１に記載の方法。
【請求項４３】
　前記少なくとも１つの２次ノードによって使用される前記低減された拡張分散チャネル
アクセスパラメータが、前記少なくとも１つの１次ノードによって使用される前記拡張分
散チャネルアクセスパラメータに対して、より大きい最小競合ウィンドウサイズと、より
大きい最大競合ウィンドウサイズと、より大きいアービトレーションフレーム間スペース
数と、より短い送信機会とのうちの１つまたは複数を備える、請求項４２に記載の方法。
【請求項４４】
　前記少なくとも１つの１次ノードの前記第２の優先度レベルとは異なる前記第１の優先
度レベルにおいて前記少なくとも１つの非同時タイムスロット中に通信する前記少なくと
も１つの２次ノードは、前記少なくとも１つの１次ノードのためのキャリア・クリアラン
ス・アセスメント・エネルギー検出しきい値に関して、前記少なくとも１つの２次ノード
のためのキャリア・クリアランス・アセスメント・エネルギー検出しきい値を低減する、
請求項３１に記載の方法。
【請求項４５】
　前記少なくとも１つの２次ノードは、前記拡張分散チャネルアクセス上で動作している
アクセスポイントから、前記アクセスポイントが前記少なくとも１つの非同時タイムスロ
ット中に通信すべき情報を有しないことを示す信号を受信し、前記信号を受信したことに
基づいて前記少なくとも１つの非同時タイムスロット中に通信する、請求項３１に記載の
方法。
【請求項４６】
　前記少なくとも１つの２次ノードは、前記拡張分散チャネルアクセス上で動作している
アクセスポイントが、前記少なくとも１つの非同時タイムスロット中に所定の時間しきい
値の間、１次ノードのいずれとも通信していないと決定し、前記決定に基づいて前記少な
くとも１つの非同時タイムスロット中に通信する、請求項３１に記載の方法。
【請求項４７】
　　拡張分散チャネルアクセスの少なくとも１つの非同時タイムスロット中に通信すべき
少なくとも１つの１次ノードを識別することと、
　　前記少なくとも１つの非同時タイムスロット中に通信すべき少なくとも１つの２次ノ
ードを識別することと
　を行うように構成された非同時タイムスロットアクセス構成要素と、
　接続情報を搬送するために前記少なくとも１つの２次ノードに信号を送るように構成さ
れた送信機と、前記接続情報が、前記少なくとも１つの非同時タイムスロット中に通信す
べき前記少なくとも１つの２次ノードのためのものであり、前記少なくとも１つの２次ノ
ードが、前記少なくとも１つの１次ノードの第２の優先度レベルとは異なる第１の優先度
レベルにおいて前記少なくとも１つの非同時タイムスロット中に通信する、
を備える、
ワイヤレス通信のための装置。
【請求項４８】
　前記接続情報が、アクセスポイントから送られるビーコン中で搬送され、前記非同時タ
イムスロットアクセス構成要素が、
　前記少なくとも１つの２次ノードが前記アクセスポイントから前記ビーコンを受信する
ことに基づいて前記少なくとも１つの２次ノードと通信する
ようにさらに構成される、請求項４７に記載の装置。
【請求項４９】
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　前記非同時タイムスロットアクセス構成要素は、
　前記拡張分散チャネルアクセス上で動作している少なくとも１つのアクセスポイントに
よって、非同時タイムスロットスケジュールと、拡張分散チャネルアクセス構成情報と、
２次ノードが前記第１の優先度レベルにおいて前記少なくとも１つの非同時タイムスロッ
ト中に通信することを前記少なくとも１つのアクセスポイントが許可するかどうかを識別
するインジケータフィールドとを備える接続情報をブロードキャストする
ようにさらに構成される、請求項４７に記載の装置。
【請求項５０】
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令は、
　　拡張分散チャネルアクセスの少なくとも１つの非同時タイムスロット中に通信すべき
少なくとも１つの１次ノードを識別することと、
　　前記少なくとも１つの非同時タイムスロット中に通信すべき少なくとも１つの２次ノ
ードを識別することと、
　　接続情報を搬送するために前記少なくとも１つの２次ノードに信号を送ることと、前
記接続情報が、前記少なくとも１つの非同時タイムスロット中に通信すべき前記少なくと
も１つの２次ノードのためのものであり、前記少なくとも１つの２次ノードが、前記少な
くとも１つの１次ノードの第２の優先度レベルとは異なる第１の優先度レベルにおいて前
記少なくとも１つの非同時タイムスロット中に通信する、
　を行うように前記少なくとも１つのプロセッサによって実行可能である、
ワイヤレス通信のための装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１５年５月２１日に出
願された、「Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　Ｓｏｆｔ　Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅｘｉｎｇ　ｉｎ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ　
Ａｃｃｅｓｓ」と題する、Ｚｈｏｕらによる米国特許出願第１４／７１９，０００号、お
よび２０１４年５月２３日に出願された、「Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　Ｓｏｆｔ　Ｔｉｍｅ　
Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ｉｎ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｉｓｔｒｉ
ｂｕｔｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ａｃｃｅｓｓ」と題する、Ｚｈｏｕらによる米国仮特許出
願第６２／００２，４５６号の優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、お
よび電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多
元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムがある。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのワイヤレスデバイスの通信をサポー
トすることができるアクセスポイント（ＡＰ）など、いくつかのネットワークデバイスを
含み得る。ワイヤレスデバイスは、ネットワークデバイスと双方向に通信し得る。たとえ
ば、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）内で、局（ＳＴＡ：station）
は、ダウンリンクおよびアップリンクを介して関連するＡＰと通信し得る。ダウンリンク
（または順方向リンク）はＡＰから局への通信リンクを指し、アップリンク（または逆方



(9) JP 2017-521898 A 2017.8.3

10

20

30

40

50

向リンク）は局からＡＰへの通信リンクを指す。
【０００４】
　[0004]ＷＬＡＮでは、複数のＳＴＡが特定のＡＰと通信しているケースがあり得る。ワ
イヤレスメディアへのアクセスがメディアアクセス制御（ＭＡＣ）によって制御され得、
ＭＡＣは、異なるＳＴＡが拡張分散チャネルアクセス（ＥＤＣＡ：enhanced distributed
 channel access）ルールに従ってワイヤレスチャネルにアクセスすることを可能にし得
る。ＥＤＣＡルールに従って、ＳＴＡは、送信機会（ＴＸＯＰ：transmit opportunity）
でグループに分けられ得、ＴＸＯＰは、グループ内のＳＴＡがその間にバックオフなしに
メディアに継続的にアクセスすることを可能にされるタイムスロットの持続時間である。
いくつかの展開では、ワイヤレスネットワークは、グループごとに複数の異なるアクセス
優先度（access priorities）を有し、各グループ内で、ワイヤレスチャネルを使用して
送信されるデータのアクセスクラスによる優先度を有し得、その各々が異なるＴＸＯＰ限
界を有し得る。
【０００５】
　[0005]各タイムスロット（またはＴＸＯＰ）の利用を向上させるために、ＥＤＣＡベー
スのソフト時分割多重化（ＴＤＭ）は、ＳＴＡのグループ内のＳＴＡが特定のタイムスロ
ット中にワイヤレスメディアにアクセスすることを実現し得る。グループ内のＳＴＡは、
第２のグループ中のＳＴＡよりも低い優先度においてタイムスロット中にワイヤレスメデ
ィアにアクセスすることを許可され得る。代替的に、グループ内のＳＴＡは、第２のグル
ープ中のＳＴＡよりも高い優先度においてタイムスロット中にワイヤレスメディアにアク
セスすることを許可され得る。しかしながら、適切なタイムスロット中の成功したアクセ
スを保証するために、タイムスロットごとに適切な動作パラメータ、たとえば、ＳＴＡグ
ループ識別情報、各ＳＴＡグループのＥＤＣＡパラメータ、タイムスロット情報などをグ
ループ内のＳＴＡにシグナリングする必要がある。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]拡張分散チャネルアクセス（ＥＤＣＡ）におけるソフト時分割多重化（ＴＤＭ）
のための様々な方法、システム、デバイス、および装置について説明する。概して、全般
的なソフトＴＤＭ動作（general soft TDM operations）ならびに非同時ユーザ（non-con
current users）のためのソフトＴＤＭシグナリングのためのシグナリングおよびバック
オフルールについて説明する。いくつかの態様では、全般的なソフトＴＤＭシグナリング
は、予約されたタイムスロットにおいて局（ＳＴＡ）グループのためにＥＤＣＡパラメー
タを送り、ソフトＴＤＭタイムスロットの外部で通信しているＳＴＡのためにＥＤＣＡパ
ラメータを送ることを含み得る。シグナリングは、異なる優先度で１つまたは複数のタイ
ムスロット中に通信するためにＳＴＡ（またはノード）のグループに送られる１つまたは
複数のソフトＴＤＭ割当てフィールドを含み得る。ソフトＴＤＭ割当てフィールドは、グ
ループからのＳＴＡがタイムスロット中に通信するために利用する接続情報を含み得る。
ＳＴＡのグループ中のＳＴＡのうちの１つ（または複数）は、タイムスロットの境界にお
けるバックオフ動作に関連するバックオフタイマーを含み得る。ソフトＴＤＭ割当てフィ
ールドはまた、たとえば、タイムスロットごとにバックオフタイマーを休止／再開するこ
と、タイムスロットごとにバックオフタイマーをリセットすることなど、バックオフ動作
のために使用すべきＳＴＡのためのバックオフ動作ルールを示す情報を含み得る。
【０００７】
　[0007]さらに、説明する特徴は、非同時ユーザのためのソフトＴＤＭシグナリングを提
供し得る。非同時タイムスロット中に（during a non-concurrent time slot）通信する
ために１次ＳＴＡ（またはノード）が識別され得る。また、非同時タイムスロット中に通
信するために２次ＳＴＡ（またはノード）が識別され得る。いくつかの態様では、非同時
タイムスロット中に通信するために２次ノードについての接続情報を搬送する信号が２次
ノードに送られ得る。接続情報は、非同時タイムスロットの完全な利用を保証するために
、２次ノードが、１次ノードとは異なる優先度レベルにおいて非同時タイムスロット中に
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通信することを許可し得る。
【０００８】
　[0008]例示的な実施形態の第１のセットでは、ワイヤレス通信のための方法について説
明する。本方法は、１つまたは複数のソフト時分割多重化（ＴＤＭ）割当てフィールドを
備える信号をノードの第１のグループに送ることと、ここにおいて、ソフトＴＤＭ割当て
フィールドのうちの少なくとも１つが、少なくとも１つのタイムスロット中に通信するノ
ードの第２のグループの第２の優先度レベルとは異なる第１の優先度レベルにおいて少な
くとも１つのタイムスロット中に通信するためにノードの第１のグループに接続情報を搬
送するように構成される、第１の優先度レベルにおいて少なくとも１つのタイムスロット
中にノードの第１のグループからの少なくとも１つのノードと通信することとを含み得る
。
【０００９】
　[0009]いくつかの態様では、接続情報は、少なくとも１つのタイムスロット中に通信す
るノードの各グループのための識別データと、少なくとも１つのタイムスロット中に通信
するノードのグループのための拡張分散チャネルアクセスパラメータのセットと、少なく
とも１つのタイムスロットを識別するタイムスロットパラメータとのうちの１つまたは複
数を含み得る。識別データは、ノードの１つまたは複数のグループ中の１つまたは複数の
ノードに関連する識別コードと、ノードの１つまたは複数のグループ中の１つまたは複数
のノードに関連する識別コードの範囲と、ノードの１つまたは複数のグループのためのあ
らかじめ定義された識別コードのインデックスとのうちの少なくとも１つを含み得る。拡
張分散チャネルアクセスパラメータのセットは、ノードの各グループのための最小競合ウ
ィンドウサイズ（a minimum contention window size）と、最大競合ウィンドウサイズ（
a maximum contention window size）と、アービトレーションフレーム間スペース数（an
 arbitration inter-frame space number）と、送信機会（a transmit opportunity）と
のうちの１つまたは複数を含み得る。タイムスロットパラメータは、第１のタイムスロッ
トのための開始時間および持続時間フィールド、または少なくとも１つのタイムスロット
のための開始時間および終了時間を含み得る。
【００１０】
　[0010]いくつかの態様では、ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なくとも１つは
、拡張分散チャネルアクセスの動作チャネルを識別する情報と、少なくとも１つのタイム
スロット中に指定されていないノードによって使用されるべきデフォルト拡張分散チャネ
ルアクセスパラメータと、少なくとも１つのタイムスロットとは異なる第２のタイムスロ
ット中にノードのグループごとに使用されるべき拡張分散チャネルアクセスパラメータと
、いずれかの指定されたタイムスロットの外部でノードによって使用されるべきデフォル
ト拡張分散チャネルアクセスパラメータとのうちの１つまたは複数を含み得る。
【００１１】
　[0011]いくつかの態様では、ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なくとも１つは
、ビーコン、プローブ要求メッセージ、プローブ応答メッセージ、関連付け要求メッセー
ジ、または関連付け応答メッセージのうちの少なくとも１つにおいて送られ得る。少なく
とも１つのタイムスロットは、反復スケジュール（a recurring schedule）上でそれぞれ
繰り返す複数のタイムスロットを含み得、ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なく
とも１つは周期性情報（periodicity information）を備え得る。
【００１２】
　[0012]いくつかの態様では、ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なくとも１つは
、あらゆる周期中の各タイムスロット中に通信するようにスケジュールされたノードの複
数のグループのうちの少なくとも１つに、あらゆる周期中のそのタイムスロットに関連す
る接続情報を搬送し得る。信号は、あらゆる周期中の各タイムスロット中に使用すべきノ
ードの１次グループとノードの２次グループとのための共通拡張分散チャネルアクセスパ
ラメータを含み得る。各ソフトＴＤＭ割当てフィールドは、ノードの１次グループとして
共通拡張分散チャネルアクセスパラメータを使用すべきノードと、ノードの２次グループ
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として共通拡張分散チャネルアクセスパラメータを使用すべきノードとを識別し得る。
【００１３】
　[0013]いくつかの態様では、ノードの各グループ中の少なくとも１つのノードは、少な
くとも１つのタイムスロットの境界において実施されるバックオフ動作に関連するバック
オフタイマーを含み得る。信号は、ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なくとも１
つ中の接続情報に少なくとも部分的に基づいてバックオフタイマーを更新することと、少
なくとも第１のタイムスロットの初めにおいてバックオフタイマーをリセットすることと
を行うようにノードの各グループ中の少なくとも１つのノードに指示する少なくとも１つ
のバックオフ動作ルールを含み得る。
【００１４】
　[0014]いくつかの態様では、拡張分散チャネルアクセス上で通信する少なくとも１つの
ノードは、少なくとも１つのノードがその間に通信しているタイムスロットの境界におい
て実施されるバックオフ動作に関連する複数のバックオフタイマーを含み得、各バックオ
フタイマーは、反復スケジュール中の特定のタイムスロットに関連する。信号は、ノード
がその間に通信している反復スケジュール中の各タイムスロットの終わりにおいて関連す
るバックオフタイマーを休止することと、ノードがその間に通信している反復スケジュー
ル中の次のその後に生じるタイムスロットの初めにおいて関連するバックオフタイマーを
再開することとを行うように少なくとも１つのノードに指示する少なくとも１つのバック
オフ動作ルールを含み得る。
【００１５】
　[0015]いくつかの態様では、拡張分散チャネルアクセス上で通信する少なくとも１つの
ノードは、少なくとも１つのノードがその間に通信している１次タイムスロットの境界に
おいて実施されるバックオフ動作に関連する１次バックオフタイマーと、少なくとも１つ
のノードがその間に通信している２次タイムスロットの境界において実施されるバックオ
フ動作に関連する２次バックオフタイマーとを含み得る。信号は、少なくとも１つのノー
ドがその間に通信している１次タイムスロットの終わりにおいて１次バックオフタイマー
を休止することと、少なくとも１つのノードがその間に通信している次のその後に生じる
１次タイムスロットの初めにおいて１次バックオフタイマーを再開することとを行うよう
にノードの各グループ中の少なくとも１つのノードに指示する少なくとも１つのバックオ
フ動作ルールを含み得る。信号は、少なくとも１つのノードがその間に通信している各反
復２次タイムスロットの初めにおいて２次バックオフタイマーをリセットするようにノー
ドの各グループ中の少なくとも１つのノードに指示する少なくとも１つのバックオフ動作
ルールを含み得る。
【００１６】
　[0016]例示的な実施形態の第２のセットでは、ワイヤレス通信のための装置について説
明する。本装置は、１つまたは複数のソフトＴＤＭ割当てフィールドを備える信号をノー
ドの第１のグループに送るように構成されたソフトＴＤＭ割当て構成要素を含み得、ここ
において、ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なくとも１つは、少なくとも１つの
タイムスロット中に通信するノードの第２のグループの第２の優先度レベルとは異なる第
１の優先度レベルにおいて少なくとも１つのタイムスロット中に通信するためにノードの
第１のグループに接続情報を搬送するように構成され、ソフトＴＤＭ割当て構成要素は、
第１の優先度レベルにおいて少なくとも１つのタイムスロット中にノードの第１のグルー
プからの少なくとも１つのノードと通信するようにさらに構成される。
【００１７】
　[0017]いくつかの態様では、接続情報は、少なくとも１つのタイムスロット中に通信す
るノードの各グループのための識別データと、少なくとも１つのタイムスロット中に通信
するノードのグループのための拡張分散チャネルアクセスパラメータのセットと、少なく
とも１つのタイムスロットを識別するタイムスロットパラメータとのうちの１つまたは複
数を含み得る。識別データは、ノードの１つまたは複数のグループ中の１つまたは複数の
ノードに関連する識別コードと、ノードの１つまたは複数のグループ中の１つまたは複数
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のノードに関連する識別コードの範囲と、ノードの１つまたは複数のグループのためのあ
らかじめ定義された識別コードのインデックスとのうちの少なくとも１つを含み得る。
【００１８】
　[0018]いくつかの態様では、拡張分散チャネルアクセスパラメータのセットは、ノード
の各グループのための最小競合ウィンドウサイズと、最大競合ウィンドウサイズと、アー
ビトレーションフレーム間スペース数と、送信機会とのうちの１つまたは複数を含み得る
。タイムスロットパラメータは、少なくとも１つのタイムスロットのための開始時間およ
び持続時間フィールド、またはタイムスロットのための開始時間および終了時間を含み得
る。ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なくとも１つは、拡張分散チャネルアクセ
スの動作チャネルを識別する情報と、少なくとも１つのタイムスロット中に指定されてい
ないノードによって使用されるべきデフォルト拡張分散チャネルアクセスパラメータと、
少なくとも１つのタイムスロットとは異なる第２のタイムスロット中にノードのグループ
ごとに使用されるべき拡張分散チャネルアクセスパラメータと、いずれかの指定されたタ
イムスロットの外部でノードによって使用されるべきデフォルト拡張分散チャネルアクセ
スパラメータとのうちの１つまたは複数を含み得る。
【００１９】
　[0019]いくつかの態様では、ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なくとも１つは
、ビーコン、プローブ要求メッセージ、プローブ応答メッセージ、関連付け要求メッセー
ジ、または関連付け応答メッセージのうちの少なくとも１つにおいて送られ得る。少なく
とも１つのタイムスロットは、反復スケジュール上でそれぞれ繰り返す複数のタイムスロ
ットを含み得、ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なくとも１つは周期性情報を備
え得る。ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なくとも１つは、あらゆる周期中の各
タイムスロット中に通信するようにスケジュールされたノードの複数のグループのうちの
少なくとも１つに、あらゆる周期中のそのタイムスロットに関連する接続情報を搬送し得
る。信号は、あらゆる周期中の各タイムスロット中に使用すべきノードの１次グループと
ノードの２次グループとのための共通拡張分散チャネルアクセスパラメータを含み得る。
各ソフトＴＤＭ割当てフィールドは、ノードの１次グループとして共通拡張分散チャネル
アクセスパラメータを使用すべきノードと、ノードの２次グループとして共通拡張分散チ
ャネルアクセスパラメータを使用すべきノードとを識別し得る。
【００２０】
　[0020]例示的な実施形態の第３のセットでは、ワイヤレス通信のための装置について説
明する。本装置は、少なくとも１つのプロセッサと、少なくとも１つのプロセッサと電子
通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得、命令は少なくとも１つのプ
ロセッサによって実行可能である。命令は、１つまたは複数のソフトＴＤＭ割当てフィー
ルドを備える信号をノードの第１のグループに送ることと、ここにおいて、ソフトＴＤＭ
割当てフィールドのうちの少なくとも１つが、少なくとも１つのタイムスロット中に通信
するノードの第２のグループの第２の優先度レベルとは異なる第１の優先度レベルにおい
て少なくとも１つのタイムスロット中に通信するためにノードの第１のグループに接続情
報を搬送するように構成される、第１の優先度レベルにおいて少なくとも１つのタイムス
ロット中にノードの第１のグループからの少なくとも１つのノードと通信することとを行
うようにプロセッサによって実行可能であり得る。
【００２１】
　[0021]例示的な実施形態の第４のセットでは、ワイヤレス通信のための方法について説
明する。本方法は、拡張分散チャネルアクセスの少なくとも１つの非同時タイムスロット
中に通信すべき少なくとも１つの１次ノードを識別することと、少なくとも１つの非同時
タイムスロット中に通信すべき少なくとも１つの２次ノードを識別することと、接続情報
を搬送するために少なくとも１つの２次ノードに信号を送ることと、接続情報が、非同時
タイムスロット中に通信すべき２次ノードのためのものであり、２次ノードが、１次ノー
ドの第２の優先度レベルとは異なる第１の優先度レベルにおいて非同時タイムスロット中
に通信する、を含み得る。
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【００２２】
　[0022]いくつかの態様では、接続情報は、アクセスポイントから送られるビーコン中で
搬送され得、本方法はまた、２次ノードがアクセスポイントからビーコンを受信すること
に基づいて少なくとも１つの２次ノードと通信することを含み得る。本方法はまた、拡張
分散チャネルアクセス上で動作している少なくとも１つのアクセスポイントによって、非
同時タイムスロットスケジュールと、拡張分散チャネルアクセス構成情報と、２次ノード
が１次ノード以外の第１の優先度において非同時タイムスロット中に通信することを少な
くとも１つのアクセスポイントが許可する（permit）かどうかを識別するインジケータフ
ィールドとを備える接続情報をブロードキャストすることを含み得る。
【００２３】
　[0023]いくつかの態様では、本方法はまた、拡張分散チャネルアクセス上で動作してい
る少なくとも１つのアクセスポイントによって、少なくとも１つのアクセスポイントに関
連する接続情報と、少なくとも１つのネイバーアクセスポイントに関連する接続情報とを
ブロードキャストすることを含み得る。少なくとも１つのアクセスポイントと少なくとも
１つのネイバーアクセスポイントとのための接続情報は、各アクセスポイントのための非
同時タイムスロットスケジュールと、各アクセスポイントのための拡張分散チャネルアク
セス構成情報と、２次ノードが第１の優先度において非同時タイムスロット中に通信する
ことを各アクセスポイントが許可するかどうかを識別するインジケータフィールドとを含
み得る。
【００２４】
　[0024]いくつかの態様では、接続情報は、非同時タイムスロットのためのソフトＴＤＭ
割当てフィールドを含み得る。ソフトＴＤＭ割当てフィールドは、２次ノードが、１次ノ
ードの第２の優先度レベルとは異なる第１の優先度において非同時タイムスロット中に通
信することをアクセスポイントが許可するかどうかを識別するインジケータフィールドと
、１次ノードのための拡張分散チャネルアクセス構成情報と、２次ノードのための拡張分
散チャネルアクセス構成情報とのうちの１つまたは複数を含み得る。ソフトＴＤＭ割当て
フィールドは、少なくとも１つの１次ノードと少なくとも１つの２次ノードとを識別する
識別データのうちの１つまたは複数を含み得る。識別データは、ノードの１つまたは複数
のグループ中の１つまたは複数のノードに関連する識別コードと、ノードの１つまたは複
数のグループ中の１つまたは複数のノードに関連する識別コードの範囲と、ノードの１つ
または複数のグループのためのあらかじめ定義された識別コードのインデックスとのうち
の少なくとも１つを含み得る。
【００２５】
　[0025]いくつかの態様では、少なくとも１つの非同時タイムスロットは反復スケジュー
ル上で繰り返され得、ソフトＴＤＭ割当てフィールドは周期性情報を含み得る。ソフトＴ
ＤＭ割当てフィールドは、第１の非同時タイムスロットに関連する接続情報を使用してい
る間に通信するために第１の非同時タイムスロットと１つまたは複数の後続の非同時タイ
ムスロットとを少なくとも１つのノードに搬送し得る。
【００２６】
　[0026]いくつかの態様では、１次ノードの第２の優先度レベルとは異なる第１の優先度
レベルにおいて非同時タイムスロット中に通信する２次ノードは、１次ノードによって使
用される拡張分散チャネルアクセスパラメータに対して低減された拡張分散チャネルアク
セスパラメータを使用し得る。２次ノードによって使用される低減された拡張分散チャネ
ルアクセスパラメータは、１次ノードによって使用される拡張分散チャネルアクセスパラ
メータに対して、より大きい最小競合ウィンドウサイズと、より大きい最大競合ウィンド
ウサイズと、より大きいアービトレーションフレーム間スペース数と、より短い送信機会
とのうちの１つまたは複数を含み得る。
【００２７】
　[0027]いくつかの態様では、１次ノードの第２の優先度レベルとは異なる第１の優先度
レベルにおいて非同時タイムスロット中に通信する２次ノードは、１次ノードのためのキ
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ャリア・クリアランス・アセスメント・エネルギー検出しきい値（carrier clearance as
sessment energy detection threshold）に関して、２次ノードのためのキャリア・クリ
アランス・アセスメント・エネルギー検出しきい値を低減し得る。
【００２８】
　[0028]いくつかの態様では、１次ノードの第２の優先度レベルとは異なる第１の優先度
レベルにおいて非同時タイムスロット中に通信する２次ノードは、拡張分散チャネルアク
セス上で動作しているアクセスポイントから、アクセスポイントが非同時タイムスロット
中に通信すべき情報を有しないことを示す信号を受信し、信号を受信したことに基づいて
非同時タイムスロット中に通信し得る。
【００２９】
　[0029]いくつかの態様では、１次ノードの第２の優先度レベルとは異なる第１の優先度
レベルにおいて非同時タイムスロット中に通信する２次ノードは、拡張分散チャネルアク
セス上で動作しているアクセスポイントが、非同時タイムスロット中に所定の時間しきい
値の間、１次ノードのいずれとも通信していないと決定し得、決定に基づいて非同時タイ
ムスロット中に通信する。
【００３０】
　[0030]例示的な実施形態の第５のセットでは、ワイヤレス通信のための装置について説
明する。本装置は、拡張分散チャネルアクセスの少なくとも１つの非同時タイムスロット
中に通信すべき少なくとも１つの１次ノードを識別することと、少なくとも１つの非同時
タイムスロット中に通信すべき少なくとも１つの２次ノードを識別することとを行うよう
に構成された非同時タイムスロットアクセス構成要素と、接続情報を搬送するために少な
くとも１つの２次ノードに信号を送るように構成された送信機と、接続情報が、非同時タ
イムスロット中に通信すべき２次ノードのためのものであり、２次ノードが、１次ノード
の第２の優先度レベルとは異なる第１の優先度レベルにおいて非同時タイムスロット中に
通信する、を含み得る。
【００３１】
　[0031]いくつかの態様では、接続情報は、アクセスポイントから送られるビーコン中で
搬送され得、非同時タイムスロットアクセス構成要素は、２次ノードがアクセスポイント
からビーコンを受信することに基づいて少なくとも１つの２次ノードと通信するようにさ
らに構成される。非同時タイムスロットアクセス構成要素は、拡張分散チャネルアクセス
上で動作している少なくとも１つのアクセスポイントによって、非同時タイムスロットス
ケジュールと、拡張分散チャネルアクセス構成情報と、２次ノードが、１次ノードとは異
なる優先度において非同時タイムスロット中に通信することを少なくとも１つのアクセス
ポイントが許可するかどうかを識別するインジケータフィールドとを備える接続情報をブ
ロードキャストするようにさらに構成される。
【００３２】
　[0032]例示的な実施形態の第６のセットでは、ワイヤレス通信のための装置について説
明する。本装置は、少なくとも１つのプロセッサと、少なくとも１つのプロセッサと電子
通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得、命令は少なくとも１つのプ
ロセッサによって実行可能である。命令は、拡張分散チャネルアクセスの少なくとも１つ
の非同時タイムスロット中に通信すべき少なくとも１つの１次ノードを識別することと、
非同時タイムスロット中に通信すべき少なくとも１つの２次ノードを識別することと、接
続情報を搬送するために少なくとも１つの２次ノードに信号を送ることと、接続情報が、
非同時タイムスロット中に通信すべき２次ノードのためのものであり、２次ノードが、１
次ノードの第２の優先度レベルとは異なる第１の優先度レベルにおいて非同時タイムスロ
ット中に通信する、を行うように少なくとも１つのプロセッサによって実行可能であり得
る。
【００３３】
　[0033]説明する方法および装置の適用可能性のさらなる範囲は、以下の詳細な説明、特
許請求の範囲、および図面から明らかになろう。当業者には詳細な説明の趣旨および範囲
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内の様々な変更および改変が明らかになるので、詳細な説明および特定の例は、例示とし
て与えられるものにすぎない。
【００３４】
　[0034]本開示の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することによって
実現され得る。添付の図では、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。
さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様
の構成要素の間で区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参
照ラベルのみが本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかか
わらず、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のいずれか１つに適用可能である
。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】[0035]本開示の様々な態様による、拡張分散チャネルアクセス（ＥＤＣＡ）ベー
スの動作をサポートするワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）の一例を示
す図。
【図２】[0036]本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システムの信号フロー図。
【図３】[0037]本開示の様々な態様による例示的なソフト時分割多重化（ＴＤＭ）シグナ
リング情報要素の図。
【図４】[0038]本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システムの信号フロー図。
【図５Ａ】[0039]本開示の様々な態様による周期的動作のためのソフトＴＤＭフィールド
の例の図。
【図５Ｂ】本開示の様々な態様による周期的動作のためのソフトＴＤＭフィールドの例の
図。
【図６】[0040]本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システムの信号フロー図。
【図７】[0041]本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システムの信号フロー図。
【図８】[0042]本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システムにおける通信のために
構成された装置のブロック図。
【図９】[0043]本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システムにおける通信のために
構成された装置のブロック図。
【図１０】[0044]本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システムにおける通信のため
に構成された装置のブロック図。
【図１１】[0045]本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システムにおける通信のため
に構成された装置のブロック図。
【図１２】[0046]本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システムにおける通信のため
に構成された装置のブロック図。
【図１３】[0047]本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システムにおける通信のため
に構成されたデバイスのブロック図。
【図１４】[0048]本開示の様々な態様によるワイヤレス通信のための方法の例を示すフロ
ーチャート。
【図１５】本開示の様々な態様によるワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチャ
ート。
【図１６】本開示の様々な態様によるワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチャ
ート。
【図１７】本開示の様々な態様によるワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチャ
ート。
【詳細な説明】
【００３６】
　[0049]説明する例は、様々なシグナリング方式を通してタイムスロット利用を保証し得
る、ワイヤレス通信ネットワークにおいてソフト時分割多重化（ＴＤＭ）をシグナリング
するための方法、システム、デバイス、および装置を対象とする。拡張分散チャネルアク
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セス（ＥＤＣＡ）動作における１つまたは複数のタイムスロットの効率的な使用は、局（
ＳＴＡ）（またはノード）が、時間周波数リソースを最大にしながら情報を適時に首尾よ
く通信することを可能にし得る。たとえば、ソフトＴＤＭ割当てフィールドは、ワイヤレ
スネットワーク上で通信しているＳＴＡの１つまたは複数のグループに送られ得る。ソフ
トＴＤＭ割当てフィールドのうちの１つまたは複数は、タイムスロット中に通信するため
にＳＴＡのグループに送られ、タイムスロットの接続情報を含み得る。ＳＴＡのグループ
の１つまたは複数のＳＴＡは、タイムスロット中に通信するＳＴＡの異なるグループから
のＳＴＡよりも低い優先度レベルにおいてタイムスロット中に通信するために接続情報を
利用し得る。いくつかの例では、ＳＴＡのグループの１つまたは複数のＳＴＡは、タイム
スロット中に通信するＳＴＡの異なるグループからのＳＴＡよりも高い優先度レベルにお
いてタイムスロット中に通信するために接続情報を利用し得る。いくつかの例では、接続
情報はまた、タイムスロットの境界におけるバックオフ動作のために使用するために通信
中のＳＴＡに対して１つまたは複数のバックオフルールを提供し得る。
【００３７】
　[0050]ソフトＴＤＭシグナリングは、いくつかの例によれば、同様に非同時ＳＴＡのた
めに達成され得る。１次ＳＴＡと２次ＳＴＡとが識別され得る。２次ＳＴＡは非同時タイ
ムスロット中に通信し得る。接続情報は２次ＳＴＡに通信され得、ここで、２次ＳＴＡは
、非同時タイムスロット中に通信するために接続情報を使用する。しかしながら、２次Ｓ
ＴＡは、非同時タイムスロット中に通信する１次ＳＴＡとは異なる優先度レベルにおいて
通信し得る。
【００３８】
　[0051]本明細書で提示するソフトＴＤＭシグナリング技法は、概して、簡単のためにワ
イヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）に関して説明する。しかしながら、同
じまたは同様の技法は、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）ネットワーク、セルラーワイヤレスシス
テム、ピアツーピアワイヤレス通信、アドホックネットワーク、衛星通信システム、およ
び他のシステムなど、様々な他のワイヤレス通信システムのために使用され得る。これら
のワイヤレス通信システムは、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭ
Ａ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、シングルキャリ
アＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および／または他の無線技術など、様々な無線通信技術
を採用し得る。概して、ワイヤレス通信は、無線アクセス技術（ＲＡＴ）と呼ばれる無線
通信技術の実装形態に従って行われる。無線アクセス技術を実装するワイヤレス通信シス
テムまたはネットワークは、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）と呼ばれることがある
。「システム」および「ネットワーク」という用語は、互換的に使用されることがある。
ワイヤレス局（「ＳＴＡ」）および「ノード」という用語は、互換的に使用されることが
ある。
【００３９】
　[0052]したがって、以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲において記
載される範囲、適用性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲か
ら逸脱することなく、説明する要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な
例は、様々な手順または構成要素を適宜に省略、置換、または追加し得る。たとえば、説
明する方法は、説明する順序とは異なる順序で実施され得、様々なステップが追加、省略
、または組み合わされ得る。また、いくつかの例に関して説明する特徴は、他の例におい
て組み合わされ得る。
【００４０】
　[0053]最初に図１を参照すると、本開示の様々な態様による、ＥＤＣＡにおいてソフト
ＴＤＭシグナリングを提供するように構成されたＷＬＡＮ１００が示されている。ＷＬＡ
Ｎ１００は、ＡＰ１０５と、複数の関連するワイヤレス局（またはＳＴＡ）１１５とを含
む。この実施例では、ＳＴＡ＿１、ＳＴＡ＿２、ＳＴＡ＿３、ＳＴＡ＿４、ＳＴＡ＿５、
ＳＴＡ＿６、およびＳＴＡ＿７として識別される７つのＳＴＡ１１５が示されている。し
かしながら、示された数は単に説明のためであるので、ＷＬＡＮ１００は、図１に示され
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たものよりも多いまたは少ない局１１５を有し得る。いくつかの例では、ＳＴＡ１１５は
１つまたは複数のグループに分割され得、ここで、異なるグループは、ＥＤＣＡ構成に関
連する異なるタイムスロット（またはＴＸＯＰ）中に通信する。ＳＴＡ１１５は、たとえ
ば、ＡＰ１０５からの距離、通信すべき情報のタイプ、ＳＴＡ１１５の構成などに基づい
てグループに分割され得る。グループ１からのＳＴＡ１１５は第１のタイムスロット中に
通信し得、グループ２からのＳＴＡ１１５は第２のタイムスロット中に通信し得、以下同
様である。権限を与えられたＳＴＡ１１５は、反復または周期的スケジュール上でタイム
スロット中に通信し得る。
【００４１】
　[0054]ＡＰ１０５およびＳＴＡ１１５は基本サービスセット（ＢＳＳ）を表し得る。Ｂ
ＳＳ中の様々な局（ＳＴＡ）１１５は、ＡＰ１０５を通して互いに通信することが可能で
ある。また、ＷＬＡＮ１００の基本サービスエリア（ＢＳＡ）を表し得るＡＰ１０５のカ
バレージエリア１２０が示されている。図１には図示されていないが、ＷＬＡＮ１００に
関連するＢＳＳは、複数のＡＰが拡張サービスセットにおいて接続されることを可能にす
る、ワイヤードまたはワイヤレス分散システム（ＤＳ）に接続され得る。
【００４２】
　[0055]ＡＰ１０５は、送信１３０を使用してＳＴＡ１１５の各々と双方向に通信するよ
うに構成され得る。送信１３０は、ＡＰ１０５からＳＴＡ１１５に送られるダウンリンク
送信（たとえば、ビーコンフレーム）、ならびにＳＴＡ１１５からＡＰ１０５に送られる
データフレームのアップリンク送信を含み得る。同時にワイヤレスメディアを使用して送
信している異なるＳＴＡ１１５は、送信において衝突を生じ得、それにより、ＷＬＡＮ１
００の効率が低下し得る。ＥＤＣＡルールは、そのような衝突を回避するためにＳＴＡ１
１５がグループに分割されることを実現し得、ここで、ＳＴＡ１１５の各グループは専用
タイムスロットに関連付けられる。ＳＴＡ１１５の各グループは、関連付けられたタイム
スロット中に通信し得る。タイムスロット（たとえば、ＴＸＯＰ）に続いて、局１１５は
、別の送信を試みる前にバックオフ期間の間待機し得る。バックオフ期間は、最小競合ウ
ィンドウ（ＣＷ）値（ＣＷｍｉｎ）と最大ＣＷ値（ＣＷｍａｘ）との間の値として、ＷＬ
ＡＮ１００のために定義されるＣＷ値に基づいて設定され得る。競合機構は、ＳＴＡ１１
５が、衝突の各検出の後に来るバックオフ期間に続いて再送信を試みることを実現し得る
。
【００４３】
　[0056]ＥＤＣＡにおけるソフトＴＤＭは、ＳＴＡ１１５のグループからのＳＴＡ１１５
が、ＳＴＡ１１５の第２のグループとは異なる優先度でタイムスロットにアクセスするこ
とを可能にし得る。たとえば、ＳＴＡ１１５は、第２のグループのＳＴＡ１１５がタイム
スロット中に通信すべきトラフィックを有しない場合、第２のグループからのＳＴＡ１１
５よりも低い優先度においてタイムスロット中に通信し得る。以下でより詳細に説明する
様々な技法によれば、ＥＤＣＡにおけるソフトＴＤＭ情報の改善されたシグナリングは、
ＳＴＡ１１５によるリソースの改善された利用を実現し得る。説明する技法は、ワイヤレ
スメディアに関連する接続情報、たとえば、ＥＤＣＡ接続パラメータ、タイムスロット情
報、ＳＴＡ１１５グループパラメータ、周期性情報などを搬送するためにソフトＴＤＭシ
グナリングを送ることを提供し得る。追加または代替として、ソフトＴＤＭ割当て情報中
でバックオフルール情報も搬送され得る。１つまたは複数のＳＴＡ１１５は、バックオフ
ルールを受信し、それに応じて１つまたは複数のバックオフタイマーを制御し得る。
【００４４】
　[0057]ＷＬＡＮ１００はまた、相互干渉を低減するために異なるＢＳＳ中のカバレージ
エリア１２０のエッジに配置されたＳＴＡ１１５に割り当てられた直交タイムスロットを
提供する非同時（ＮＣ：non-concurrent）タイムスロットをサポートするように構成され
得る。いくつかのエッジＳＴＡ１１５は第１のＮＣタイムスロット中に通信し得、他のＳ
ＴＡ１１５は第２のＮＣタイムスロット中に通信し得る。いくつかの態様では、説明する
技法は、他のＮＣタイムスロットにアクセスする権限をエッジＳＴＡ１１５に与えるソフ



(18) JP 2017-521898 A 2017.8.3

10

20

30

40

50

トＴＤＭ割当て情報（soft TDM assignment information）を、ＮＣタイムスロット中に
通信しているエッジＳＴＡ１１５にシグナリングすることを提供し得る。たとえば、１次
ＳＴＡ１１５がＮＣタイムスロット中に通信すべきトラフィックを有しない場合、２次エ
ッジＳＴＡ１１５はＮＣタイムスロット中に通信することを許可され得る。
【００４５】
　[0058]図２は、本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システムにおける通信を示す
信号フロー図２００である。信号フロー図２００は、図１を参照しながら説明したＷＬＡ
Ｎ１００の態様を示し得る。信号フロー図２００は、第１のノード２０５と、第２のノー
ド１１５－ａと、第３のノード１１５－ｂとを含む。第２のノード１１５－ａはノードの
第１のグループに関連付けられ得、第３のノード１１５－ｂはノードの第２のグループに
関連付けられ得る。第１のノード２０５は、図１のＷＬＡＮ１００に関して説明したＡＰ
１０５および／またはワイヤレス局（ＳＴＡ）１１５の一例であり得る。第２のノード１
１５－ａおよび第３のノード１１５－ｂは、図１のＷＬＡＮ１００に関して上記で説明し
たワイヤレスＳＴＡ１１５の例であり得る。信号フロー図２００は、ノードの第１のグル
ープおよび第２のグループに関連する１つのノード（１１５－ａおよび１１５－ｂ）のみ
を示しているが、ノードの第１のグループおよび第２のグループはより多いまたはより少
ないノード１１５を有し得る。信号フロー図２００は、たとえば、ＥＤＣＡ環境における
ソフトＴＤＭ割当てシグナリングを示し得る。
【００４６】
　[0059]第１のノード２０５は、２１０において１つまたは複数のソフトＴＤＭ割当てフ
ィールドを構成し得る。ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なくとも１つは、ノー
ドが少なくとも１つのタイムスロット中に通信するための権限付与（authorization）を
グループ１からのノード（たとえば、第２のノード１１５－ａ）に搬送するための接続情
報を含み得る。少なくとも１つのソフトＴＤＭ割当てフィールドは、少なくとも１つのタ
イムスロット中に通信するノードの各グループを識別する情報、少なくとも１つのタイム
スロットのためのＥＤＣＡ構成のためのチャネルアクセスパラメータ、少なくとも１つの
タイムスロットを識別するパラメータなどを含み得る。２１５において、第１のノード２
０５は、ノードの第１のグループからのノード（たとえば、第２のノード１１５－ａ）に
、ソフトＴＤＭ割当てフィールドを含む信号２２０を送り得る。第１のノード２０５は、
２２５において、ソフトＴＤＭ割当てフィールド中で搬送された接続情報を使用して少な
くとも１つのタイムスロット中に第２のノード１１５－ａと通信し得る。第１のノード２
０５はまた、２２５において第３のノード１１５－ｂと通信し得る。第１のノード２０５
は、第３のノード１１５－ｂに対してより低いまたはより高い優先度レベルにおいて第２
のノード１１５－ａと通信し得る。
【００４７】
　[0060]図３は、本開示の様々な態様による例示的なソフトＴＤＭシグナリング情報要素
の図３００を示す。図３００のソフトＴＤＭシグナリング情報要素は、図１または図２を
参照しながら説明した、ＳＴＡまたはノード１１５に通信される信号２２０の一例であり
得る。ソフトＴＤＭシグナリング情報要素は、要素識別（ＩＤ）フィールド３０５と、長
さフィールド３１０と、（参照しやすいようにフィールド３１５－ａ～３１５－ｘとして
示されている）１つまたは複数のソフトＴＤＭ割当てフィールド３１５とを含み得る。要
素ＩＤフィールド３０５は、これがソフトＴＤＭ情報要素であることを示す識別情報を含
んでいることがある。長さフィールド３１０は、情報要素中の残りのコンテンツに関連す
る長さ（たとえば、ビット長、占有されたフレームなど）を示す情報を含み得る。ソフト
ＴＤＭ割当てフィールド３１５は、ノードがタイムスロット中に通信することを許可する
接続情報を含み得る。ソフトＴＤＭシグナリング情報要素は、ブロードキャスト、ユニキ
ャスト、および／またはマルチキャストフレーム中でデータペイロードとして通信され得
る。
【００４８】
　[0061]ソフトＴＤＭ割当てフィールド３１５のうちの少なくとも１つは、通常ならばタ
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イムスロット中に通信する権限を与えられないノードが、禁止されたタイムスロット中に
通信することを許可する接続情報を含み得る。たとえば、ソフトＴＤＭ割当てフィールド
３１５－ａは、タイプフィールド３１５－ａ－１と、持続時間フィールド３１５－ａ－２
と、開始時間フィールド３１５－ａ－３と、局グループフィールド３１５－ａ－４と、ノ
ードグループごとのＥＤＣＡパラメータフィールド３１５－ａ－５とを含み得る。ソフト
ＴＤＭ割当てフィールド３１５－ａは、追加または代替として、動作チャネルフィールド
３１５－ａ－６と、タイムスロット中のデフォルトＥＤＣＡパラメータフィールド３１５
－ａ－７と、タイムスロットの外部のＥＤＣＡパラメータフィールド３１５－ａ－８とを
含み得る。これらの構成部分は、個々にまたはまとめて、権限を与えられていないノード
が禁止されたタイムスロット中に通信するために必要な接続情報を提供し得る。
【００４９】
　[0062]タイプフィールド３１５－ａ－１は、搬送されている情報、たとえば、タイムス
ロット中のノードのグループのためのソフトＴＤＭ割当てのタイプを識別する情報を含み
得る。持続時間フィールド３１５－ａ－２は、ソフトＴＤＭ割当てフィールド３１５、た
とえば、第１のタイムスロットに関連する第１のソフトＴＤＭ割当てフィールドに関連す
るタイムスロットの持続時間を示す情報を含み得る。開始時間フィールド３１５－ａ－３
は、関連するタイムスロットが開始する時間を示す情報を含み得る。ノードまたはＳＴＡ
１１５は、開始時間フィールド３１５－ａ－３と持続時間フィールド３１５－ａ－２とを
使用して関連するタイムスロットの停止時間を決定し得る。いくつかの例では、ソフトＴ
ＤＭ割当てフィールド３１５－ａは、関連するタイムスロットのために開始時間フィール
ドと停止時間フィールドとを含み得る。局グループフィールド３１５－ａ－４は、どの局
１１５がＥＤＣＡ構成のどのグループに割り当てられるかを識別する情報を含み得る。す
なわち、局グループフィールド３１５－ａ－４は、ノードの１つまたは複数のグループ中
の１つまたは複数のノードに関連する識別コード、ノードの１つまたは複数のグループ中
の１つまたは複数のノードに関連する識別コードの範囲、ならびに／あるいはノードの１
つまたは複数のグループのためのあらかじめ定義された識別コードのインデックスを示す
識別データを含み得る。各ノードに関連する識別コードは、アクセスポイントによって割
り当てられる、ノードの関連付け識別であり得る。ノードのグループのためのインデック
スは、アクセスポイントによってグループに割り当てられたマルチキャストＭＡＣアドレ
スであり得る。識別データは、局グループフィールド３１５－ａ－４中で明示的にシグナ
リングされ得る。代替的に、グループごとの識別データの範囲、またはノードのグループ
のための識別データへのインデックスが局グループフィールド３１５－ａ－４中で搬送さ
れ得る。
【００５０】
　[0063]グループごとのＥＤＣＡパラメータフィールド３１５－ａ－５は、最小競合ウィ
ンドウサイズと、最大競合ウィンドウサイズと、アービトレーションフレーム間スペース
数と、送信機会とを含む、ノードの各グループに関連するＥＤＣＡパラメータを示す情報
を含み得る。グループごとのＥＤＣＡパラメータフィールド３１５－ａ－５は、たとえば
、タイムスロット（すなわち、ノードの別のグループがその中で通信するタイムスロット
）中に通信するためにノードのグループからのノードに関連する接続情報の少なくとも一
部分を含み得る。ＥＤＣＡパラメータは、グループごとのＥＤＣＡパラメータフィールド
３１５－ａ－５中で明示的にシグナリングされ得るか、または代替的に、あらかじめ定義
されたＥＤＣＡパラメータへのインデックスが搬送され得る。
【００５１】
　[0064]いくつかの実施形態では、ソフトＴＤＭ割当てフィールド３１５－ａは、ソフト
ＴＤＭシグナリングに関連する追加または代替の情報を含み得る。たとえば、ソフトＴＤ
Ｍ割当てフィールド３１５－ａは、ソフトＴＤＭ動作の動作チャネルを示す情報を含む動
作チャネルフィールド３１５－ａ－６を含み得る。ソフトＴＤＭ割当てフィールド３１５
－ａは、タイムスロット中に通信するために、指定されていないノード（すなわち、グル
ープに割り当てられていないノード）によって使用されるべきデフォルトＥＤＣＡパラメ
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ータを示す情報を含むタイムスロット中のデフォルトＥＤＣＡパラメータフィールド３１
５－ａ－７を含み得る。タイムスロットの外部のＥＤＣＡパラメータフィールド３１５－
ａ－８は、いずれかのタイムスロットの外部でノードによって使用されるべきＥＤＣＡパ
ラメータを示す情報、たとえば、ＥＤＣＡ動作をサポートするように構成されていないノ
ードまたはタイムスロットの外部で通信するノードのための接続情報を含み得る。
【００５２】
　[0065]いくつかの実施形態では、ソフトＴＤＭ割当てフィールド３１５は、ビーコン、
プローブ要求メッセージ、プローブ応答メッセージ、関連付け要求メッセージ、または関
連付け応答メッセージにおいて送られ得る。
【００５３】
　[0066]図４は、様々な実施形態によるワイヤレス通信システムにおける通信を示す信号
フロー図４００である。信号フロー図４００は、図１を参照しながら説明したＷＬＡＮ１
００の態様を示し得る。信号フロー図４００は、第１のノード２０５－ａと、第２のノー
ド１１５－ｃと、第３のノード１１５－ｄとを含む。第２のノード１１５－ｃはノードの
第１のグループに関連付けられ得、第３のノード１１５－ｄはノードの第２のグループに
関連付けられ得る。第１のノード２０５－ａは、図１のＷＬＡＮ１００に関して説明した
ＡＰ１０５および／またはワイヤレスＳＴＡ１１５の一例であり得る。第２のノード１１
５－ｃおよび第３のノード１１５－ｄは、図１のＷＬＡＮ１００に関して上記で説明した
ワイヤレス局１１５の例であり得る。信号フロー図４００は、ノードの各グループに関連
する１つのノード（１１５－ｃおよび１１５－ｄ）のみを示しているが、ノードの第１の
グループおよび／またはノードの第２のグループはより多いまたはより少ないノード１１
５を有し得る。信号フロー図４００は、たとえば、周期的ソフトＴＤＭ動作のためのソフ
トＴＤＭ割当てシグナリングを示し得る。
【００５４】
　[0067]第１のノード２０５－ａは、４０５においてタイムスロット周期性を構成し得る
。タイムスロット周期性情報は、反復様式で繰り返される１つまたは複数のタイムスロッ
トに関連付けられ得る。たとえば、ＥＤＣＡ構成は、反復スケジュール（Ｔ０、Ｔ１、Ｔ
２、Ｔ３、Ｔ０、Ｔ１など）上で繰り返される４つのタイムスロットを提供し得る。タイ
ムスロット周期性情報は、たとえば、タイムスロットの周期的性質を示す情報、ノードの
グループごとにどんなＥＤＣＡ接続パラメータが各タイムスロットに関連付けられるかな
どを含み得る。タイムスロット周期性は、第１のタイムスロットに関連する接続情報を使
用して通信のためにノードのグループの少なくとも１つのグループに第１のタイムスロッ
トと１つまたは複数の後続のタイムスロットとを搬送し得る。すなわち、ノードのグルー
プの少なくとも１つのグループは、たとえば、Ｔ０タイムスロットのあらゆる反復中に通
信するために同じ接続情報を使用し得る。
【００５５】
　[0068]第１のノード２０５－ａは、４１０において１つまたは複数のソフトＴＤＭ割当
てフィールドを構成し得る。ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なくとも１つは、
ノードがタイムスロット中に通信するための接続情報をノードのグループの第１のグルー
プからのノード（たとえば、第２のノード１１５－ｃ）に搬送するための接続情報を含み
得る。少なくとも１つのソフトＴＤＭ割当てフィールドは、タイムスロット中に通信する
ノードの各グループを識別する情報、タイムスロットのためのＥＤＣＡ構成のためのチャ
ネルパラメータ、タイムスロットを識別するパラメータなどを含み得る。さらに、ソフト
ＴＤＭ割当てフィールドはまた、ノードがタイムスロットの後続の発生中に（during sub
sequent occurrences）接続情報を使用して通信することができるように周期性情報を搬
送し得る。４１５において、第１のノード２０５－ａは、ノードの第１のグループからの
ノード（たとえば、ノード１１５－ｃ）に、周期性情報とともにソフトＴＤＭ割当てフィ
ールドを含む信号４２０を送り得る。第１のノード２０５－ａは、４２５において、ソフ
トＴＤＭ割当てフィールド中で搬送された接続情報を使用してタイムスロット中に、なら
びに禁止されたタイムスロットの後続の発生中に第２のノード１１５－ｃと通信し得る。
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同様に、第１のノード２０５－ａは、タイムスロット中に、ならびにタイムスロットの後
続の発生中にノードの第２のグループからの第３のノード１１５－ｄと通信し得る。第１
のノード２０５－ａは、ノードの第２のグループの第３のノード１１５－ｄの優先度より
も低いかまたは高い優先度レベルにおいてタイムスロット（およびタイムスロットの後続
の発生）中に第２のノード１１５－ｃと通信し得る。
【００５６】
　[0069]図５Ａおよび図５Ｂは、本開示の様々な態様による周期的動作のためのソフトＴ
ＤＭ割当てフィールドの例の図５００－ａ、５００－ｂを示す。図５００のソフトＴＤＭ
割当てフィールドは、図４の信号フロー図４００を参照しながら説明した、ノード１１５
－ｃに通信される信号４２０の少なくとも一部分の一例であり得る。最初に図５Ａを参照
すると、ソフトＴＤＭ割当てフィールドは、タイプフィールド５０５と、持続時間フィー
ルド５１０と、開始時間フィールド５１５と、周期性フィールド５２０と、周期の数フィ
ールド５２５と、１つまたは複数のマッピングセットフィールド５３０（マッピングセッ
トフィールド５３０－ａ～５３０－ｎとして示され、ここで、ｎは整数である）とを含み
得る。タイプフィールド５０５は、たとえば、周期的ソフトＴＤＭ割当てフィールドが搬
送されているという、搬送されているソフトＴＤＭ割当てのタイプを示す情報を含み得る
。持続時間フィールド５１０および開始時間フィールド５１５は、タイムスロットの第１
のインスタンス（たとえばタイムスロットＴ０）に関連する情報を含み得る。開始時間フ
ィールド５１５および持続時間フィールド５１０は、タイムスロットの停止時間を決定す
るために使用される情報を提供し得る。いくつかの例では、タイムスロット情報を明示的
にシグナリングするために、持続時間フィールド５１０は停止時間フィールドと交換され
得る。周期性フィールド５２０は、時間単位でタイムスロット発生の周期を示す情報を含
み得る。周期の数フィールド５２５は、繰り返されるタイムスロット中に通信するために
ノードが接続情報を使用し得る周期の数を示す情報を含み得る。
【００５７】
　[0070]マッピングセットフィールド５３０のうちの少なくとも１つは、ソフトＴＤＭ割
当てフィールド３１５を関して上記で説明したものなど、ノードグループとＥＤＣＡパラ
メータとの間で明示的にマッピングする情報を含み得る。いくつかの例では、マッピング
が定義され、タイムスロットにわたって循環的に繰り返され得る。周期的動作のためのソ
フトＴＤＭ割当てフィールドの構成部分は、個々にまたはまとめて、ノード（たとえば、
信号フロー図４００の第２のノード１１５－ｃ）が、タイムスロット中に通信している他
のノード（たとえば、信号フロー図４００の第３のノード１１５－ｄ）よりも低いかまた
は高い優先度レベルにおいてタイムスロットの２つ以上の発生中に通信するのに必要な接
続情報を提供し得る。
【００５８】
　[0071]図５Ｂを参照すると、周期的動作の他の例では、図５００－ｂは、１つまたは複
数の追加または代替のフィールドを含み得るソフトＴＤＭ割当てフィールドを示している
。一例として、タイムスロットごとにＥＤＣＡパラメータの２つのセットが搬送されるべ
きであると仮定され得る。ＥＤＣＡパラメータの第１のセットは、ノードのグループの１
つまたは複数の１次ノードに関連付けられ得、ＥＤＣＡパラメータの第２のセットは、ノ
ードのグループの１つまたは複数の２次ノードに関連付けられ得る。１次ノードは、２次
ノードよりも高い優先度においてタイムスロット中に通信するように構成され得る。いく
つかの構成では、ＥＤＣＡパラメータの第１および第２のセットは、ノードのグループに
よって複数のタイムスロット中に使用され得る。この例によれば、図５００－ｂのソフト
ＴＤＭ割当てフィールドは、代替的に、１次および２次ノードのためのＥＤＣＡパラメー
タ、ならびにタイムスロットごとにノードを１次グループまたは２次グループに割り当て
る識別情報を含み得る。
【００５９】
　[0072]ソフトＴＤＭ割当てフィールドは、タイプフィールド５０５－ａと、持続時間フ
ィールド５１０－ａと、開始時間フィールド５１５－ａと、周期性フィールド５２０－ａ
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と、周期の数フィールド５２５－ａと、１次／２次ＥＤＣＡパラメータフィールド５３５
と、１つまたは複数の１次ノードグループフィールド５４０（１次ノードグループフィー
ルド５４０－ａ～５４０－ｎとして示され、ここで、ｎは整数である）とを含み得る。タ
イプフィールド５０５－ａは、たとえば、周期的ソフトＴＤＭ割当てフィールドが搬送さ
れているという、搬送されているソフトＴＤＭ割当てのタイプを示す情報を含み得る。持
続時間フィールド５１０－ａおよび開始時間フィールド５１５－ａは、タイムスロットの
第１のインスタンス（たとえばタイムスロットＴ０）に関連する情報を含み得る。開始時
間フィールド５１５－ａおよび持続時間フィールド５１０－ａは、タイムスロットの停止
時間を決定するために使用される情報を提供し得る。いくつかの例では、タイムスロット
情報を明示的にシグナリングするために、持続時間フィールド５１０－ａは停止時間フィ
ールドと交換され得る。周期性フィールド５２０－ａは、時間単位でタイムスロット発生
の周期を示す情報を含み得る。周期の数フィールド５２５－ａは、繰り返されるタイムス
ロット中に通信するためにノードが接続情報を使用し得る周期の数を示す情報を含み得る
。
【００６０】
　[0073]１次／２次ＥＤＣＡパラメータフィールド５３５は、ノードの１次グループとノ
ードの２次グループとのためのチャネルアクセス情報を含み得る。ノードの各グループの
ためのチャネルアクセスパラメータはグループごとにアクセスパラメータを定義し得、場
合によっては、１次グループと２次グループとのために異なるアクセスパラメータが定義
され得る。１次ノードグループフィールド５４０は、どのノードがノードの１次グループ
に割り当てられるかと、どのノードがノードの２次グループに割り当てられるかとをタイ
ムスロットごとに識別する識別フィールドを含み得る。１次ノードは、タイムスロットご
とに識別されるかまたは割り当てられ得、識別されないかまたはノードの１次グループに
割り当てられない他のノードは、より低い優先度を有する２次ノードとして通信し得る。
いくつかの例では、複数の１次ノードグループが定義され、タイムスロットにわたって循
環的に繰り返され得る。
【００６１】
　[0074]図６は、様々な実施形態によるワイヤレス通信システムにおける通信を示す信号
フロー図６００である。信号フロー図６００は、図１を参照しながら説明したＷＬＡＮ１
００の態様を示し得る。信号フロー図６００は、第１のノード２０５－ｂと、第２のノー
ド１１５－ｅと、第３のノード１１５－ｆとを含む。第２のノード１１５－ｅおよび第３
のノード１１５－ｆはノードの第１のグループに関連付けられ得る。第１のノード２０５
－ｂは、図１のＷＬＡＮ１００に関して説明したＡＰ１０５および／またはワイヤレス局
１１５の一例であり得る。第２のノード１１５－ｅおよび第３のノード１１５－ｆは、図
１のＷＬＡＮ１００に関して上記で説明したワイヤレス局１１５の例であり得る。信号フ
ロー図６００は、グループ１に関連する２つのノード（１１５－ｅおよび１１５－ｆ）の
みを示しているが、ノードの第１のグループはより多いまたはより少ないノード１１５を
有し得る。信号フロー図６００は、たとえば、ＥＤＣＡ環境におけるソフトＴＤＭ割当て
シグナリングにおけるバックオフルールを搬送することを示し得る。ノード１１５－ｅお
よび１１５－ｆがグループ１に関連付けられる信号フロー図６００に関する説明では、グ
ループ１は、別のグループとは異なる優先度レベルにおいてタイムスロット中に通信する
ノード１１５のグループと見なされ得る。グループ１のノード１１５－ｅおよび／または
１１５－ｆは、タイムスロットの境界におけるバックオフ動作に関連する１つまたは複数
のタイマーを含み得る。
【００６２】
　[0075]第１のノード２０５－ｂは、６０５においてバックオフ動作ルールを構成し得る
。バックオフ動作ルールは、タイムスロット中に通信しているノードに、バックオフ動作
中にバックオフタイマー（またはカウンタ）をどのように扱うべきか（たとえば、バック
オフタイマーをリセットまたは休止／再開する（reset or pause/resume））を決定する
ために使用するための情報を提供し得る。一例として、例示的なバックオフルールは、単
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一のバックオフタイマーを有する各ノードが、そのノードがその中で通信している各タイ
ムスロットの開始時にバックオフタイマーをリセットすることを実現し得る。ソフトＥＤ
ＣＡ割当てフィールドは、関連するタイムスロットのためのバックオフルールまたは対応
するインデックスを含み得、バックオフタイマーは、搬送されたバックオフルールに基づ
いてタイムスロット内で更新され得る。この例はノードによってただ１つのタイマーが使
用されることを与え得るが、潜在的欠点は、各通信タイムスロットの開始時におけるリセ
ットにより、送信ごとの実際の全バックオフタイマーが無制限であり得ることである。
【００６３】
　[0076]少なくとも１つのノードが、反復スケジュールで各タイムスロットに関連するバ
ックオフタイマーを有する別の例では、バックオフ動作ルールは、各タイマーが、対応す
るタイムスロットの初めにおいて開始され、対応するタイムスロットの終わりにおいて休
止され、次いで、同じタイムスロットの次の発生の開始時において再開されることを実現
し得る。各バックオフタイマーは、反復スケジュールで関連するタイムスロットのために
搬送されるソフトＴＤＭ割当て情報に基づいて更新され得る。この例はノード上に複数の
タイマーを必要とし得るが、送信ごとの実際の全バックオフタイマーは、非ＴＤＭ構成の
場合のように制限され得る。
【００６４】
　[0077]少なくとも１つのノードが２つのバックオフタイマーを有するまた別の例では、
バックオフ動作ルールは、ノードが反復スケジュールで１次ノードである（すなわち、ノ
ードがノードの１次グループに割り当てられている）場合、タイムスロット中に第１のタ
イマーを１次バックオフタイマーとして使用することを実現し得る。第２のバックオフタ
イマーは、ノードが反復スケジュールで２次ノードである場合、タイムスロット中に２次
バックオフタイマーとして使用され得る。いくつかの態様では、１次バックオフタイマー
は、関連するタイムスロットの初めにおいて開始され、タイムスロットの終わりにおいて
休止され、タイムスロットの次の発生時において再開され得る。しかしながら、２次カウ
ンタは、ノードが２次ノードのグループに割り当てられた各タイムスロットの初めにおい
てリセットされ得る。
【００６５】
　[0078]わかるように、６０５において、いくつかのファクタに応じて様々なバックオフ
動作ルールが構成され得る。
【００６６】
　[0079]第１のノード２０５－ｂは、６１０において１つまたは複数のソフトＴＤＭ割当
てフィールドを構成し得る。ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なくとも１つは、
ノードが少なくとも１つのタイムスロット中に通信するための接続情報をノードのグルー
プの第１のグループからのノード（たとえば、ノード１１５－ｃおよび／または１１５－
ｄ）に搬送するための接続情報を含み得る。少なくとも１つのソフトＴＤＭ割当てフィー
ルドは、少なくとも１つのタイムスロット中に通信するノードの各グループを識別する情
報、少なくとも１つのタイムスロットのためのＥＤＣＡ構成のためのチャネルアクセスパ
ラメータ、少なくとも１つのタイムスロットを識別するパラメータなどを含み得る。さら
に、ソフトＴＤＭ割当てフィールドはまた、ノード１１５にバックオフ動作ルールを搬送
し得る。６１５において、第１のノード２０５－ｂは、グループ１からのノード（たとえ
ば、第２のノード１１５－ｅおよび第３のノード１１５－ｆ）に、バックオフ動作ルール
とともにソフトＴＤＭ割当てフィールドを含む信号６２０を送り得る。たとえば、第３の
ノード１１５－ｆは、６２０において通信されたソフトＴＤＭ割当てフィールド中で搬送
されたバックオフルールに少なくとも部分的に基づいて、６２５において１つまたは複数
のバックオフタイマーを構成し得る。第３のノード１１５－ｆは、６３５においてバック
オフタイマーを調整（たとえば、リセット、開始など）し、６３０において、ソフトＴＤ
Ｍ割当てフィールド中で搬送された接続情報を使用して少なくとも１つのタイムスロット
中に第１のノード２０５－ｂと通信し得る。信号フロー図６００は、第１のノード２０５
－ｂと通信している第３のノード１１５－ｆを示しているが、第２のノード１１５－ｅは
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、追加または代替として、接続情報に基づいておよび反復タイムスロット中に第１のノー
ド２０５－ｂと通信し得ることが諒解できよう。
【００６７】
　[0080]図７は、様々な実施形態によるワイヤレス通信システムにおける通信を示す信号
フロー図７００である。信号フロー図７００は、図１を参照しながら説明したＷＬＡＮ１
００の態様を示し得る。信号フロー図７００は、第１のノード２０５－ｃと、１次ノード
１１５－ｇと、２次ノード１１５－ｈとを含む。１次ノード１１５－ｇは、少なくとも特
定のタイムスロットの間、より高い優先度レベルにおいてタイムスロット中に通信する１
次ノードのグループに関連付けられ得る。２次ノード１１５－ｈは、少なくとも特定のタ
イムスロットの間、より低い優先度レベルにおいてタイムスロット中に通信する２次ノー
ドのグループに関連付けられ得る。第１のノード２０５－ｃは、図１のＷＬＡＮ１００に
関して説明したＡＰ１０５および／またはワイヤレスＳＴＡ１１５の一例であり得る。ノ
ード１１５－ｇおよび１１５－ｈは、図１のＷＬＡＮ１００に関して上記で説明したワイ
ヤレス局１１５の例であり得る。信号フロー図７００は、ノードの１次グループに関連す
る１つのノードと、ノードの２次グループに関連する１つのノードとのみを示しているが
、ノードの各グループはより多いまたはより少ないノード１１５を有し得る。信号フロー
図７００は、たとえば、ＥＤＣＡ環境における非同時ノードのためのソフトＴＤＭ割当て
シグナリングを搬送することを示し得る。
【００６８】
　[0081]複数の隣接するＡＰ１０５の各々は、概してカバレージエリア１２０の内円部分
である同時送信エリアを有し得る。ＡＰ１０５ごとの同時送信エリア内で、ノードは、他
のノードがほとんど干渉の可能性なしにそれらの関連する隣接するＡＰ１０５と通信する
のと同時に、ノードの関連するＡＰ１０５と通信し得る。ＡＰ１０５は、概してカバレー
ジエリア１２０の外縁である非同時（ＮＣ）送信エリアを有し得る。しかしながら、ＮＣ
送信エリア中にあるノードは、隣接するＡＰ１０５のＮＣ送信エリア中の隣接するＡＰ１
０５と通信しているノードへの干渉を引き起こし得る。したがって、あらかじめ定義され
た時間期間は、１つまたは複数の同時タイムスロットと、１つまたは複数のＮＣタイムス
ロットとに分割され得る。（各隣接するＡＰ１０５について同じであり得る）同時タイム
スロット中に、ＡＰ１０５ごとの同時送信エリア内のノードは、それらのそれぞれのＡＰ
１０５とそれぞれ通信し得る。しかしながら、ＮＣタイムスロット中に、１つまたは複数
のＮＣノードは、割り当てられたＮＣタイムスロット中にそれらのそれぞれのＡＰ１０５
と通信するように構成され得る。各ＮＣタイムスロット中のリソースの完全な利用を保証
するために、本開示は、ＮＣノードが通常ならばその間に通信する権限を与えられないＮ
Ｃタイムスロット中にＮＣノードが通信することを可能にするためにソフトＴＤＭ割当て
情報を通信することを実現し得る。
【００６９】
　[0082]本開示は、特定のＮＣタイムスロット中にいくつかのノードを１次ノードとして
定義し、その特定のＮＣタイムスロット中に他のノードを２次ノードとして定義すること
を実現し得る。
【００７０】
　[0083]第１のノード２０５－ｃは、７０５において１次ＮＣノードを識別するように構
成され得る。１次ノード１１５－ｇ（たとえば、ＳＴＡ１１５、隣接するＡＰ１０５など
）は、関連するＮＣタイムスロット中に通信し得る。第１のノード２０５－ｃは、７１０
において２次ＮＣノードを識別するように構成され得る。２次ノード１１５－ｈ（たとえ
ば、ＳＴＡ１１５、隣接するＡＰ１０５など）は、ＮＣタイムスロット中に通信し得る。
ノードは、第１のＮＣタイムスロット中にノードの１次グループに割り当てられ、第２の
ＮＣタイムスロット中にノードの２次グループに割り当てられ得る。１次ノードは、特定
のＮＣタイムスロット中に、２次ノードよりも高い優先度レベルにおいて通信し得る。１
次および／または２次ノードは、少なくとも１次ノードのグループと２次ノードのグルー
プとのうちの１つのための識別データのうちの１つまたは複数を含むソフトＴＤＭ割当て
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フィールドに少なくとも部分的に基づいて識別され得る。識別データは、ノードの１つま
たは複数のグループ中の１つまたは複数のノードに関連する識別コードと、ノードの１つ
または複数のグループ中の１つまたは複数のノードに関連する識別コードの範囲と、ノー
ドの１つまたは複数のグループのためのあらかじめ定義された識別コードのインデックス
とのうちの少なくとも１つを含み得る。
【００７１】
　[0084]７１５において、第１のノード２０５－ｃは、２次ノード１１５－ｈがＮＣタイ
ムスロット中に通信することを許可するために、接続情報、たとえば、ソフトＴＤＭ割当
てフィールドを搬送する信号７２０を２次ノード１１５－ｈに送るように構成され得る。
信号中に様々なＮＣソフトＴＤＭ割当てルールが提供され得る。一例として、２次ノード
１１５－ｈは、１次ノード１１５－ｇよりも低いかまたは高い優先度においてＮＣタイム
スロット中に通信するように構成され得る。より低い優先度レベルは、よりアグレッシブ
でないＥＤＣＡパラメータ（less aggressive EDCA parameter）またはより低いＣＣＡエ
ネルギー検出しきい値レベル（lower CCA energy detection threshold levels）を使用
することによって達成され得る。たとえば、１次ノード１１５－ｇが通信すべきトラフィ
ックを有しない場合、２次ノード１１５－ｈはＮＣタイムスロット中に通信し得る。第２
の例では、１次ノードのアップリンクトラフィックに対する隠れノード問題を防ぐために
、２次ノード１１５－ｈは、１次ＡＰノードのＡＰ１０５のカバレージ中に位置している
場合のみ、たとえば、２次ノードが、１次ＡＰ１０５からの１つまたは複数のパケット、
たとえば、ビーコン信号を復号することが可能である場合のみ、ＮＣタイムスロット中に
通信するように構成され得る。１次ノード１１５－ｇは、アップリンクトラフィックをス
ケジュールするために送信要求／送信可（ＲＴＳ／ＣＴＳ：request-to-send/clear-to-s
end）メッセージを利用し得る。それに応じて、２次ノード１１５－ｈは、ＡＰ１０５か
らのＣＴＳに基づいて、１次ノード１１５－ｇがトラフィックを通信していることを検出
した場合、ＮＣタイムスロット中に通信することを延期し（defer）得る。ノード１１５
－ｈは、７２５において、接続情報を使用してＮＣタイムスロット中に第１のノード２０
５－ｃと通信し得る。
【００７２】
　[0085]いくつかの態様では、ＮＣタイムスロットソフトＴＤＭスケジューリングは様々
な様式で示され得る。一例では、各ＡＰ１０５は、それのビーコン信号中で、それのＮＣ
タイムスロットスケジュール、１次および２次ノードのためのＥＤＣＡパラメータ、１次
および２次ノードの個別またはグループ識別フィールド、ならびにＡＰ１０５が、２次ノ
ードがそれのＮＣタイムスロット中に通信することを可能にするように構成されるかどう
かに関するインジケータをブロードキャストし得る。可能にされる場合、１次および２次
ノードは、関連するＮＣタイムスロット中に通信するためにＥＤＣＡパラメータを使用し
得る。第２の例では、各ＡＰ１０５は、それのビーコン信号中で、それのネイバーＡＰ１
０５のＮＣタイムスロットスケジュール、２次ノードがＮＣタイムスロット中に通信する
ことをネイバーが可能にするかどうかに関するインジケータ、および、可能にされる場合
、２次ノードのためのＥＤＣＡパラメータ、および少なくとも１次ノードの個別またはグ
ループ識別フィールドをブロードキャストし得る。ノードは、シグナリングされたＥＤＣ
Ａパラメータを使用してＮＣタイムスロット中にネイバーＡＰ１０５と通信し得る。
【００７３】
　[0086]他の態様では、ＮＣタイムスロット中でソフトＴＤＭをシグナリングするために
１つまたは複数の情報フィールドが追加され得る。たとえば、ＮＣタイムスロット中でソ
フトＴＤＭをシグナリングするためのフォーマットは、要素識別フィールドと、長さフィ
ールドと、２次ノードがＮＣタイムスロット中にＡＰにアクセスするためのインジケータ
フィールドと、１次および２次ノードのためのＥＤＣＡパラメータフィールドと、１次お
よび２次ノードのための個別またはグループ識別フィールドと、持続時間フィールドと、
開始時間フィールドと、周期性フィールドと、周期の数フィールドとのうちの１つまたは
複数を含み得る。ＮＣタイムスロットシグナリングにおけるソフトＴＤＭは、たとえば、
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ビーコン信号中で通信され得る。
【００７４】
　[0087]ＮＣタイムスロットにおけるソフトＴＤＭの他の構成は、ＮＣタイムスロット中
により低い優先度において通信するように２次ノードを構成すること以外の代替形態を提
供し得る。一例では、２次ノードは、１次ノードに対して低減されたキャリア・クリアラ
ンス・アセスメント（ＣＣＡ：carrier clearance assessment）エネルギー検出しきい値
を使用し得る。したがって、２次ノードは、１次ノードがＮＣタイムスロット中に通信し
ている間、通信することを延期する可能性が高くなる。１次ノードが通信すべきトラフィ
ックを有しない別の例では、１次ＡＰ１０５は、２次ノード使用のためのＮＣタイムスロ
ットの利用可能性を明示的にシグナリングし得る。さらに別の例では、ＮＣタイムスロッ
トの初めにおいて、１次ＡＰ１０５は、１次ノードが何らかのダウンリンクトラフィック
を受信するかまたは何らかのアップリンクトラフィックを送るための準備ができているか
どうかを決定するために、１次ノードをポーリングし得る。準備ができている場合、１次
ＡＰ１０５は、場合によっては、アップリンクまたはダウンリンクトラフィックのための
スケジューリング情報を送り得る。２次ノードは、１次ＡＰ１０５からシグナリングされ
たどんなスケジュールされたトラフィックも検出しなかった場合、ＮＣタイムスロット中
に通信し得る。
【００７５】
　[0088]図８に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための装置８０５のブロ
ック図８００を示す。いくつかの実施形態では、装置８０５は、図２、図４、図６、また
は図７を参照しながら説明した第１のノード２０５の態様の一例であり得る。他の実施形
態では、装置８０５は、図１を参照しながら説明したＡＰ１０５および／またはＳＴＡ１
１５の態様の一例であり得る。
【００７６】
　[0089]装置８０５は、ノードのグループのノードが少なくとも１つのタイムスロット中
に通信することを実現するためにソフトＴＤＭ割当て情報をシグナリングするように構成
された第１のノード２０５の一例であり得る。装置８０５はまた、プロセッサであり得る
。装置８０５は、受信機８１０、ソフトＴＤＭ割当て構成要素８１５、および／または送
信機８２０を含み得る。これらの構成要素の各々は、信号８０４および８０６を介して互
いに通信していることがある。
【００７７】
　[0090]装置８０５の構成要素は、個々にまたはまとめて、適用可能な機能の一部または
全部をハードウェアで実施するように適応された少なくとも１つの特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）を使用して実装され得る。代替的に、それらの機能は、少なくとも１つの集
積回路上で、他の処理ユニット（またはコア）によって実施され得る。他の実施形態では
、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（
たとえば、構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ
（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた
、全体的にまたは部分的に、汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるよう
にフォーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。いくつかの
実施形態では、図８に示されている構成要素はそれぞれ、本明細書で説明する機能を実施
するための回路または回路構成を含み得る。
【００７８】
　[0091]いくつかの実施形態では、受信機８１０は、ＷＬＡＮ受信機などの無線周波数（
ＲＦ）受信機であるか、またはそれを含み得る。受信機８１０はまた、Ｗｉ－Ｆｉ受信機
および／またはワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）受信機（たとえば、セ
ルラー受信機）など、他の受信機を含み得る。受信機８１０は、図１を参照しながら説明
したＷＬＡＮ１００などのワイヤレス通信システムの通信リンク８０２（たとえば、物理
チャネル）を介して、様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）
を受信するために使用され得る。たとえば、受信機８１０は、ソフトＴＤＭ割当てシグナ
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リング中に交換される１つまたは複数のメッセージを受信するために使用され得る。
【００７９】
　[0092]いくつかの実施形態では、送信機８２０は、ＷＬＡＮ送信機などのＲＦ送信機で
あるか、またはそれを含み得る。送信機８２０はまた、Ｗｉ－Ｆｉ送信機および／または
ＷＷＡＮ送信機（たとえば、セルラー送信機）など、他の送信機を含み得る。送信機８２
０は、図１を参照しながら説明したＷＬＡＮ１００などのワイヤレス通信システムの通信
リンク８０８（たとえば、物理チャネル）を介して、様々なタイプのデータおよび／また
は制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。たとえば、送信機８２０
は、ソフトＴＤＭ割当てシグナリングに関連した情報を送信するために使用され得る。
【００８０】
　[0093]いくつかの実施形態では、ソフトＴＤＭ割当て構成要素８１５は、図１、図２、
図３、図４、図５、図６、または図７を参照しながら説明した機能を管理する構成要素の
一例であり得る。いくつかの例では、ソフトＴＤＭ割当て構成要素８１５は、受信機８１
０からの信号８０４を介して通信を受信し得る。ソフトＴＤＭ割当て構成要素８１５は、
第１のタイムスロット中に通信するようにノードの第１のグループに送られる１つまたは
複数のソフトＴＤＭ割当てフィールドを構成するために使用される。ソフトＴＤＭ割当て
フィールドのうちの少なくとも１つは、第１のタイムスロット中に通信するためにノード
の第１のグループに接続情報を搬送し得る。ノードの第１のグループは、タイムスロット
中に通信しているノードの第２のグループよりも低いかまたは高い優先度レベルにおいて
タイムスロット中に通信し得る。ソフトＴＤＭシグナリング手順は、信号８０４および８
０６を介して受信機８１０および／または送信機８２０を介してソフトＴＤＭ割当て構成
要素８１５とノードの第１のグループのノードとの間で情報を交換することを含み得る。
【００８１】
　[0094]図９は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための装置８０５－ａの
ブロック図９００を示す。いくつかの実施形態では、装置８０５－ａは、図２、図４、図
６、または図７を参照しながら説明した第１のノード２０５の態様の一例であり得る。他
の実施形態では、装置８０５－ａは、図１を参照しながら説明したＡＰ１０５および／ま
たはＳＴＡ１１５の態様の一例であり得る。
【００８２】
　[0095]装置８０５－ａは、ノードのグループのノードがタイムスロット中に通信するこ
とを実現するためにソフトＴＤＭ割当て情報をシグナリングするように構成された第１の
ノード２０５の一例であり得る。装置８０５－ａはまた、プロセッサであり得る。装置８
０５－ａは、受信機８１０－ａ、ソフトＴＤＭ割当て構成要素８１５－ａ、および／また
は送信機８２０－ａを含み得る。これらの構成要素の各々は、信号８０４および８０６を
介して互いに通信していることがある。
【００８３】
　[0096]装置８０５－ａの構成要素は、個々にまたはまとめて、適用可能な機能の一部ま
たは全部をハードウェアで実施するように適応された少なくとも１つのＡＳＩＣを使用し
て実装され得る。代替的に、それらの機能は、少なくとも１つの集積回路上で、他の処理
ユニット（またはコア）によって実施され得る。他の実施形態では、当技術分野で知られ
ている任意の様式でプログラムされ得る他のタイプの集積回路（たとえば、構造化／プラ
ットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユ
ニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、汎用または特定用途向けプロセッサによ
って実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装さ
れ得る。いくつかの実施形態では、図９に示されている構成要素はそれぞれ、本明細書で
説明する機能を実施するための回路または回路構成を含み得る。
【００８４】
　[0097]いくつかの実施形態では、受信機８１０－ａは、ＷＬＡＮ受信機などのＲＦ受信
機であるか、またはそれを含み得る。受信機８１０－ａはまた、Ｗｉ－Ｆｉ受信機および
／またはＷＷＡＮ受信機（たとえば、セルラー受信機）など、他の受信機を含み得る。受
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信機８１０－ａは、図１を参照しながら説明したＷＬＡＮ１００などのワイヤレス通信シ
ステムの通信リンク８０２（たとえば、物理チャネル）を介して、様々なタイプのデータ
および／または制御信号（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。たとえば、
受信機８１０－ａは、ソフトＴＤＭ割当てシグナリング中に交換される１つまたは複数の
メッセージを受信するために使用され得る。
【００８５】
　[0098]いくつかの実施形態では、送信機８２０－ａは、ＷＬＡＮ送信機などのＲＦ送信
機であるか、またはそれを含み得る。送信機８２０－ａはまた、Ｗｉ－Ｆｉ送信機および
／またはＷＷＡＮ送信機（たとえば、セルラー送信機）など、他の送信機を含み得る。送
信機８２０－ａは、図１を参照しながら説明したＷＬＡＮ１００などのワイヤレス通信シ
ステムの通信リンク８０８（たとえば、物理チャネル）を介して、様々なタイプのデータ
および／または制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。たとえば、
送信機８２０－ａは、ソフトＴＤＭ割当てシグナリングに関連した情報を送信するために
使用され得る。
【００８６】
　[0099]いくつかの実施形態では、ソフトＴＤＭ割当て構成要素８１５－ａは、図１、図
２、図３、図４、図５、図６、または図７を参照しながら説明した機能を管理する構成要
素の一例であり得る。ソフトＴＤＭ割当て構成要素８１５－ａは、ノードグループ決定構
成要素９０５と、タイムスロット決定構成要素９１０と、ＥＤＣＡパラメータ構成要素９
１５とを含み得る。概して、ソフトＴＤＭ割当て構成要素８１５－ａは、ＥＤＣＡにおけ
る様々なソフトＴＤＭをシグナリングするために使用され得る。
【００８７】
　[0100]いくつかの例では、ノードグループ決定構成要素９０５は、ＥＤＣＡ構成におい
て通信するためにノードのグループの１つまたは複数のノードを識別および／または選択
するように構成され得る。ノードのグループのノードは、ＥＤＣＡ構成に従ってタイムス
ロット中に通信し得る。ノードグループ決定構成要素９０５は、ノードのどのグループが
どのタイムスロット中に通信するかを決定し得る。ノードグループ決定構成要素９０５は
、ノードのどのグループが同じくタイムスロット中に通信するかを決定し、ノードのグル
ープに関連する情報を提供するように構成され得る。情報は、ノードを適切なグループに
割り当てて、適切な場合、いくつかの実施形態では、どのノードグループが１次ノードグ
ループであるかと、どれが２次ノードグループであるかとを識別するために、１つまたは
複数のソフトＴＤＭ割当てフィールド中に含まれ得る。ノードグループ決定構成要素９０
５は、ノードの１つまたは複数のグループ中の１つまたは複数のノードに関連する識別コ
ードと、ノードの１つまたは複数のグループ中の１つまたは複数のノードに関連する識別
コードの範囲と、ノードの１つまたは複数のグループのためのあらかじめ定義された識別
コードのインデックスとを含む、ノードグループの識別データを出力し得る。
【００８８】
　[0101]いくつかの例では、タイムスロット決定構成要素９１０は、ＥＤＣＡ動作に関連
するタイムスロットを識別し、タイムスロットを示す情報を出力するように構成され得る
。各タイムスロットに関連する情報は、各タイムスロットのための開始時間および持続時
間フィールド、またはタイムスロットのための開始時間および終了時間を含み得る。タイ
ムスロット決定構成要素９１０は、特定のタイムスロット中にノードのどのグループが通
信するかと、適切な場合、そのタイムスロット中に、しかしより低い優先度レベルにおい
て、ノードのどのグループが通信することをも許可されるかとを識別するために、ノード
グループ決定構成要素９０５と通信し得る。
【００８９】
　[0102]いくつかの例では、ＥＤＣＡパラメータ構成要素９１５は、タイムスロットごと
にＥＤＣＡ動作のための接続情報の少なくとも一部分を識別するように構成され得る。た
とえば、ＥＤＣＡパラメータ構成要素９１５は、ノードの各グループに関連するＥＤＣＡ
パラメータを示す情報と、ノードの各グループのための最小競合ウィンドウサイズと、最
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大競合ウィンドウサイズと、アービトレーションフレーム間スペース数と、送信機会とを
識別し出力し得る。いくつかの例では、ＥＤＣＡパラメータ構成要素９１５はまた、拡張
分散チャネルアクセスの動作チャネルを示す情報と、関連するタイムスロット中にノード
のグループに割り当てられていないノードによって使用されるべきデフォルト分散チャネ
ルアクセスパラメータと、第１のタイムスロットとは異なる第２のタイムスロット中にノ
ードによって使用されるべき他の分散チャネルアクセスパラメータとを識別し出力するよ
うに構成され得る。
【００９０】
　[0103]ソフトＴＤＭ割当て構成要素８１５－ａは、１つまたは複数のソフトＴＤＭ割当
てフィールドを有する信号をノードの第１のグループに送るように構成され得る。ノード
の第１のグループは、少なくとも少なくとも１つのタイムスロット中に通信し得、ソフト
ＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なくとも１つは、ノードの第１のグループがその少な
くとも１つのタイムスロット中に通信するための接続情報をノードの第１のグループに搬
送し得る。信号は、ビーコン信号、プローブ要求メッセージ、プローブ応答メッセージ、
関連付け要求メッセージ、または関連付け応答メッセージ中でノードの第１のグループに
送られ得る。信号は、たとえば、送信機８２０－ａを介して送られ得る。ノードの第１の
グループは、ノードの第２のグループの第２の優先度レベルとは異なる第１の優先度レベ
ルにおいて少なくとも１つのタイムスロット中に通信し得る。いくつかの例では、第１の
優先度レベルは、第１の優先度レベルよりも高い優先度レベルであり得る。他の例では、
第１の優先度レベルは、第２の優先度レベルよりも低い優先度レベルであり得る。
【００９１】
　[0104]図１０は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための装置８０５－ｂ
のブロック図１０００を示す。いくつかの実施形態では、装置８０５－ｂは、図２、図４
、図６、または図７を参照しながら説明した第１のノード２０５の態様の一例であり得る
。他の実施形態では、装置８０５－ｂは、図１を参照しながら説明したＡＰ１０５および
／またはＳＴＡ１１５の態様の一例であり得る。
【００９２】
　[0105]装置８０５－ｂは、ノードのグループのノードが少なくとも１つのタイムスロッ
ト中に通信することを実現するためにソフトＴＤＭ割当て情報をシグナリングするように
構成された第１のノード２０５の一例であり得る。装置８０５－ｂはまた、プロセッサで
あり得る。装置８０５－ｂは、受信機８１０－ｂ、ソフトＴＤＭ割当て構成要素８１５－
ｂ、および／または送信機８２０－ｂを含み得る。これらの構成要素の各々は、信号８０
４および８０６を介して互いに通信していることがある。
【００９３】
　[0106]装置８０５－ｂの構成要素は、個々にまたはまとめて、適用可能な機能の一部ま
たは全部をハードウェアで実施するように適応された少なくとも１つのＡＳＩＣを使用し
て実装され得る。代替的に、それらの機能は、少なくとも１つの集積回路上で、他の処理
ユニット（またはコア）によって実施され得る。他の実施形態では、当技術分野で知られ
ている任意の様式でプログラムされ得る他のタイプの集積回路（たとえば、構造化／プラ
ットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユ
ニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、汎用または特定用途向けプロセッサによ
って実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装さ
れ得る。いくつかの実施形態では、図１０に示されている構成要素はそれぞれ、本明細書
で説明する機能を実施するための回路または回路構成を含み得る。
【００９４】
　[0107]いくつかの実施形態では、受信機８１０－ｂは、ＷＬＡＮ受信機などのＲＦ受信
機であるか、またはそれを含み得る。受信機８１０－ｂはまた、Ｗｉ－Ｆｉ受信機および
／またはＷＷＡＮ受信機（たとえば、セルラー受信機）など、他の受信機を含み得る。受
信機８１０－ｂは、図１を参照しながら説明したＷＬＡＮ１００などのワイヤレス通信シ
ステムの通信リンク８０２（たとえば、物理チャネル）を介して、様々なタイプのデータ
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および／または制御信号（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。たとえば、
受信機８１０－ｂは、ソフトＴＤＭ割当てシグナリング中に交換される１つまたは複数の
メッセージを受信するために使用され得る。
【００９５】
　[0108]いくつかの実施形態では、送信機８２０－ｂは、ＷＬＡＮ送信機などのＲＦ送信
機であるか、またはそれを含み得る。送信機８２０－ｂはまた、Ｗｉ－Ｆｉ送信機および
／またはＷＷＡＮ送信機（たとえば、セルラー送信機）など、他の送信機を含み得る。送
信機８２０－ｂは、図１を参照しながら説明したＷＬＡＮ１００などのワイヤレス通信シ
ステムの通信リンク８０８（たとえば、物理チャネル）を介して、様々なタイプのデータ
および／または制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。たとえば、
送信機８２０－ｂは、ソフトＴＤＭ割当てシグナリングに関連した情報を送信するために
使用され得る。
【００９６】
　[0109]いくつかの実施形態では、ソフトＴＤＭ割当て構成要素８１５－ｂは、図１、図
２、図３、図４、図５、図６、または図７を参照しながら説明した機能を管理する構成要
素の一例であり得る。ソフトＴＤＭ割当て構成要素８１５－ｂは、ノードグループ決定構
成要素９０５－ａと、タイムスロット決定構成要素９１０－ａと、ＥＤＣＡパラメータ構
成要素９１５－ａと、バックオフルール構成要素１０１０とを含み得る。概して、ソフト
ＴＤＭ割当て構成要素８１５－ｂは、ＥＤＣＡパラメータにおける様々なソフトＴＤＭな
らびにノードのためのバックオフルールをシグナリングするために使用され得る。
【００９７】
　[0110]いくつかの例では、ノードグループ決定構成要素９０５－ａは、ＥＤＣＡ構成に
おいて通信するためにノードのグループの１つまたは複数のノードを識別および／または
選択するように構成され得る。ノードのグループのノードは、ＥＤＣＡ構成に従ってタイ
ムスロット中に通信し得る。ノードグループ決定構成要素９０５－ａは、どのタイムスロ
ット中にノードのどのグループが通信すべきかを決定し得る。ノードグループ決定構成要
素９０５－ａは、同じくタイムスロット中にノードのどのグループが通信すべきかを決定
し、ノードの他のグループに関連する情報を提供するように構成され得る。情報は、ノー
ドを適切なグループに割り当てて、適切な場合、いくつかの実施形態では、どのノードグ
ループが１次ノードグループであるかと、どれが２次ノードグループであるかとを識別す
るために、１つまたは複数のソフトＴＤＭ割当てフィールド中に含まれ得る。ノードグル
ープ決定構成要素９０５－ａは、ノードの１つまたは複数のグループ中の１つまたは複数
のノードに関連する識別コードと、ノードの１つまたは複数のグループ中の１つまたは複
数のノードに関連する識別コードの範囲と、ノードの１つまたは複数のグループのための
あらかじめ定義された識別コードのインデックスとを含む、ノードグループの識別データ
を出力し得る。
【００９８】
　[0111]いくつかの例では、タイムスロット決定構成要素９１０－ａは、ＥＤＣＡ動作に
関連するタイムスロットを識別し、タイムスロットを示す情報を出力するように構成され
得る。各タイムスロットに関連する情報は、各タイムスロットのための開始時間および持
続時間フィールド、またはタイムスロットのための開始時間および終了時間を含み得る。
タイムスロット決定構成要素９１０－ａは、特定のタイムスロット中にノードのどのグル
ープが通信すべきであるかと、適切な場合、そのタイムスロット中に他のノードのどのグ
ループも通信するかとを識別するために、ノードグループ決定構成要素９０５－ａと通信
し得る。
【００９９】
　[0112]いくつかの例では、ＥＤＣＡパラメータ構成要素９１５－ａは、タイムスロット
ごとにＥＤＣＡ動作のための接続情報の少なくとも一部分を識別するように構成され得る
。たとえば、ＥＤＣＡパラメータ構成要素９１５－ａは、ノードの各グループに関連する
ＥＤＣＡパラメータを示す情報と、ノードの各グループのための最小競合ウィンドウサイ



(31) JP 2017-521898 A 2017.8.3

10

20

30

40

50

ズと、最大競合ウィンドウサイズと、アービトレーションフレーム間スペース数と、送信
機会とを識別し出力し得る。いくつかの例では、ＥＤＣＡパラメータ構成要素９１５－ａ
はまた、拡張分散チャネルアクセスの動作チャネルを示す情報と、関連するタイムスロッ
ト中にノードのグループに割り当てられていないノードによって使用されるべきデフォル
ト拡張分散チャネルアクセスパラメータと、第１のタイムスロットとは異なる第２のタイ
ムスロット中にノードによって使用されるべき他の拡張分散チャネルアクセスパラメータ
とを識別し出力するように構成され得る。
【０１００】
　[0113]いくつかの例では、バックオフルール構成要素１０１０は、ノードのための１つ
または複数のバックオフルールを決定し搬送するように構成され得る。上記で説明したよ
うに、バックオフルールは、ＥＤＣＡ動作において通信しているノードに、たとえば、バ
ックオフタイマー処理など、タイムスロットの境界中に利用するためのルールを提供し得
る。バックオフルール構成要素１０１０は、図６に関して上記で説明したものなど、バッ
クオフルールを示す情報を識別し搬送するように構成され得る。
【０１０１】
　[0114]ソフトＴＤＭ割当て構成要素８１５－ｂは、１つまたは複数のソフトＴＤＭ割当
てフィールドを有する信号と、１つまたは複数のバックオフタイマーを制御するためにノ
ードによって使用されるべきバックオフルールとをノードの第１のグループに送るように
構成され得る。ノードの第１のグループは、他のノードとは異なる優先度において少なく
とも１つのタイムスロット中に通信し得、ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なく
とも１つは、ノードの第１のグループがその少なくとも１つのタイムスロット中に通信す
るための接続情報をノードの第１のグループに搬送し得る。信号は、ビーコン信号、プロ
ーブ要求メッセージ、プローブ応答メッセージ、関連付け要求メッセージ、または関連付
け応答メッセージ中でノードの第１のグループに送られ得る。信号は、たとえば、送信機
８２０－ｂを介して送られ得る。ノードは、各タイムスロット内でバックオフタイマーが
どのように扱われるか、たとえば、開始され、休止され、再開され、リセットされるかな
どを制御するためにバックオフルールを利用し得る。ノードにおけるバックオフタイマー
の数、ノードグループの選択などに応じて、バックオフルールは、ソフトＴＤＭ割当てフ
ィールドの構成要素としてノードにシグナリングされ、ノードによってバックオフタイマ
ーを制御するために使用され得る。
【０１０２】
　[0115]図１１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための装置１１０５の
ブロック図１１００を示す。いくつかの実施形態では、装置１１０５は、図２、図４、図
６、または図７を参照しながら説明した第１のノード２０５の態様の一例であり得る。他
の実施形態では、装置１１０５は、図１を参照しながら説明したＡＰ１０５および／また
はＳＴＡ１１５の態様の一例であり得る。さらなる実施形態では、装置１１０５は、図８
、図９、および図１０を参照しながら説明した装置８０５の態様の一例であり得る。
【０１０３】
　[0116]装置１１０５は、少なくとも１つのＮＣタイムスロット中に通信するために非同
時（ＮＣ）ノードのためのソフトＴＤＭ情報をシグナリングするように構成された第１の
ノード２０５の一例であり得る。装置１１０５はまた、プロセッサであり得る。装置１１
０５は、受信機１１１０、ＮＣタイムスロットアクセス構成要素１１１５、および／また
は送信機１１２０を含み得る。これらの構成要素の各々は、信号１１０４および１１０６
を介して互いに通信していることがある。
【０１０４】
　[0117]装置１１０５の構成要素は、個々にまたはまとめて、適用可能な機能の一部また
は全部をハードウェアで実施するように適応された少なくとも１つのＡＳＩＣを使用して
実装され得る。代替的に、それらの機能は、少なくとも１つの集積回路上で、他の処理ユ
ニット（またはコア）によって実施され得る。他の実施形態では、当技術分野で知られて
いる任意の様式でプログラムされ得る他のタイプの集積回路（たとえば、構造化／プラッ
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トフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニ
ットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、汎用または特定用途向けプロセッサによっ
て実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され
得る。いくつかの実施形態では、図１１に示されている構成要素はそれぞれ、本明細書で
説明する機能を実施するための回路または回路構成を含み得る。
【０１０５】
　[0118]いくつかの実施形態では、受信機１１１０は、ＷＬＡＮ受信機などのＲＦ受信機
であるか、またはそれを含み得る。受信機１１１０はまた、Ｗｉ－Ｆｉ受信機および／ま
たはＷＷＡＮ受信機（たとえば、セルラー受信機）など、他の受信機を含み得る。受信機
１１１０は、図１を参照しながら説明したＷＬＡＮ１００などのワイヤレス通信システム
の通信リンク１１０２（たとえば、物理チャネル）を介して、様々なタイプのデータおよ
び／または制御信号（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。たとえば、受信
機１１１０は、少なくとも１つのＮＣタイムスロット中に通信しているＮＣノードのため
にソフトＴＤＭシグナリング中に交換される１つまたは複数のメッセージを受信するため
に使用され得る。
【０１０６】
　[0119]いくつかの実施形態では、送信機１１２０は、ＷＬＡＮ送信機などのＲＦ送信機
であるか、またはそれを含み得る。送信機１１２０はまた、Ｗｉ－Ｆｉ送信機および／ま
たはＷＷＡＮ送信機（たとえば、セルラー送信機）など、他の送信機を含み得る。送信機
１１２０は、図１を参照しながら説明したＷＬＡＮ１００などのワイヤレス通信システム
の通信リンク１１０８（たとえば、物理チャネル）を介して、様々なタイプのデータおよ
び／または制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。たとえば、送信
機１１２０は、ソフトＴＤＭ割当てシグナリングに関連する情報を送信するために使用さ
れ得る。
【０１０７】
　[0120]いくつかの実施形態では、ＮＣタイムスロットアクセス構成要素１１１５は、図
１、図２、図３、図４、図５、図６、または図７を参照しながら説明した機能を管理する
構成要素の一例であり得る。いくつかの例では、ＮＣタイムスロットアクセス構成要素１
１１５は、ＮＣの第１のタイムスロット中に通信するようにＮＣノードに送られる１つま
たは複数のソフトＴＤＭ割当てフィールドを構成するために使用され得る。ＮＣタイムス
ロットアクセス構成要素１１１５は、ＮＣタイムスロット中に通信すべき１次ノードを識
別し、ＮＣタイムスロット中に通信すべき２次ノードを識別するように構成され得る。１
次ノードまたは２次ノードとしてのノードの割当てはＮＣタイムスロットに依存し得る。
ＮＣタイムスロットアクセス構成要素１１１５は、２次ノードがＮＣタイムスロット中に
通信するための接続情報を２次ノードに送り得る。ＮＣタイムスロットアクセス構成要素
１１１５は、ビーコン信号中で接続情報を送り得る。ＮＣタイムスロットアクセス構成要
素１１１５は、受信機１１１０および／または送信機１１２０を介して１次および／また
は２次ノードと通信し得る。
【０１０８】
　[0121]図１２は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための装置１１０５－
ａのブロック図１２００を示す。いくつかの実施形態では、装置１１０５－ａは、図２、
図４、図６、または図７を参照しながら説明した第１のノード２０５の態様の一例であり
得る。他の実施形態では、装置１１０５－ａは、図１を参照しながら説明したＡＰ１０５
および／またはＳＴＡ１１５の態様の一例であり得る。さらなる実施形態では、装置１１
０５－ａは、図８、図９、および図１０を参照しながら説明した装置８０５の態様の一例
であり得る。
【０１０９】
　[0122]装置１１０５－ａは、少なくとも１つのＮＣタイムスロット中に通信するために
非同時（ＮＣ）ノードのためのソフトＴＤＭ情報をシグナリングするように構成された第
１のノード２０５の一例であり得る。装置１１０５－ａはまた、プロセッサであり得る。
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装置１１０５－ａは、受信機１１１０－ａ、ＮＣタイムスロットアクセス構成要素１１１
５－ａ、および／または送信機１１２０－ａを含み得る。これらの構成要素の各々は、１
１０４および１１０６において互いに通信していることがある。
【０１１０】
　[0123]装置１１０５－ａの構成要素は、個々にまたはまとめて、適用可能な機能の一部
または全部をハードウェアで実施するように適応された少なくとも１つのＡＳＩＣを使用
して実装され得る。代替的に、それらの機能は、少なくとも１つの集積回路上で、他の処
理ユニット（またはコア）によって実施され得る。他の実施形態では、当技術分野で知ら
れている任意の様式でプログラムされ得る他のタイプの集積回路（たとえば、構造化／プ
ラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各
ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、汎用または特定用途向けプロセッサに
よって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装
され得る。いくつかの実施形態では、図１２に示されている構成要素はそれぞれ、本明細
書で説明する機能を実施するための回路または回路構成を含み得る。
【０１１１】
　[0124]いくつかの実施形態では、受信機１１１０－ａは、ＷＬＡＮ受信機などのＲＦ受
信機であるか、またはそれを含み得る。受信機１１１０－ａはまた、Ｗｉ－Ｆｉ受信機お
よび／またはＷＷＡＮ受信機（たとえば、セルラー受信機）など、他の受信機を含み得る
。受信機１１１０－ａは、図１を参照しながら説明したＷＬＡＮ１００などのワイヤレス
通信システムの通信リンク１１０２（たとえば、物理チャネル）を介して、様々なタイプ
のデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。た
とえば、受信機１１１０－ａは、ＮＣタイムスロット中に通信しているＮＣノードのため
にソフトＴＤＭシグナリング中に交換される１つまたは複数のメッセージを受信するため
に使用され得る。
【０１１２】
　[0125]いくつかの実施形態では、送信機１１２０－ａは、ＷＬＡＮ送信機などのＲＦ送
信機であるか、またはそれを含み得る。送信機１１２０－ａはまた、Ｗｉ－Ｆｉ送信機お
よび／またはＷＷＡＮ送信機（たとえば、セルラー送信機）など、他の送信機を含み得る
。送信機１１２０－ａは、図１を参照しながら説明したＷＬＡＮ１００などのワイヤレス
通信システムの通信リンク１１０８（たとえば、物理チャネル）を介して、様々なタイプ
のデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。た
とえば、送信機１１２０－ａは、ソフトＴＤＭ割当てシグナリングに関連した情報を送信
するために使用され得る。
【０１１３】
　[0126]いくつかの実施形態では、ＮＣタイムスロットアクセス構成要素１１１５－ａは
、図１、図２、図３、図４、図５、図６、または図７を参照しながら説明した機能を管理
する構成要素の一例であり得る。ＮＣタイムスロットアクセス構成要素１１１５－ａは、
ノード識別構成要素１２０５と、ＮＣタイムスロット権限付与構成要素（a NC time slot
 authorization component）１２１０と、接続情報構成要素１２１５とを含み得る。ＮＣ
タイムスロットアクセス構成要素１１１５－ａは、たとえば、ＮＣノードのための様々な
ソフトＴＤＭパラメータをシグナリングするために使用され得る。
【０１１４】
　[0127]いくつかの例では、ノード識別構成要素１２０５は、１次および２次ノードを識
別するように構成され得る。１次ノードは少なくとも１つのＮＣタイムスロット中に通信
し得るが、２次ノードもその少なくとも１つのＮＣタイムスロット中に通信し得る。ノー
ド識別構成要素１２０５は、ＮＣタイムスロットに従って１次および２次ノードを識別す
るように構成され得る。たとえば、ノード識別構成要素１２０５は、第１のＮＣタイムス
ロットのために１次ノードグループに割り当てられたノードのグループと、第２のＮＣタ
イムスロットのために１次ノードグループとして割り当てられたノードの第２のグループ
とを示す情報を識別し、出力し得る。したがって、ノードは、トラフィックが優先度方式
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で通信され得ることを保証するために、少なくとも１つのＮＣタイムスロット中に１次ノ
ードであり得る。ノード識別が出力され、接続情報、たとえば、ソフトＴＤＭ割当てフィ
ールド中に含まれ得る。
【０１１５】
　[0128]いくつかの例では、ＮＣタイムスロット権限付与構成要素１２１０は、ＥＤＣＡ
動作に関連するＮＣタイムスロットを識別し、ＮＣタイムスロットを示す情報を出力する
ように構成され得る。各ＮＣタイムスロットに関連する情報は、各ＮＣタイムスロットの
ための開始時間および持続時間フィールド、またはＮＣタイムスロットのための開始時間
および終了時間を含み得る。場合によっては、ＮＣタイムスロット権限付与構成要素１２
１０は、第１の非同時タイムスロットに関連する接続情報を使用している間に通信するた
めに、第１のＮＣタイムスロットと、１つまたは複数の後続のＮＣタイムスロットとのた
めのノードを示す情報を決定し、出力するように構成され得る。ＮＣタイムスロット権限
付与構成要素１２１０は、どのノードが特定のＮＣタイムスロット中に通信すべき１次ノ
ードであるかと、適切なとき、ノードのどのグループがＮＣタイムスロット中に通信すべ
き２次ノードであるかとを識別するために、ノード識別構成要素１２０５と通信し得る。
【０１１６】
　[0129]いくつかの例では、接続情報構成要素１２１５は、ＮＣタイムスロットごとにＮ
Ｃ動作のための接続情報の少なくとも一部分を識別するように構成され得る。たとえば、
接続情報構成要素１２１５は、拡張分散チャネルアクセス構成情報と、２次ノードが、１
次ノードよりも低い優先度においてＮＣタイムスロット中に通信することを少なくとも１
つのアクセスポイントが許可するかどうかを識別するインジケータフィールドとを示す情
報を識別し、出力し得る。いくつかの例では、接続情報構成要素１２１５はまた、少なく
とも１つのアクセスポイントに関連する接続情報と、少なくとも１つのネイバーアクセス
ポイントに関連する接続情報とを示す情報を識別し出力するように構成され得る。少なく
とも１つのアクセスポイントと少なくとも１つのネイバーアクセスポイントとのための接
続情報は、各アクセスポイントのためのＮＣタイムスロットスケジュールと、各アクセス
ポイントのための拡張分散チャネルアクセス構成情報と、２次ノードが、１次ノードより
も低い優先度において非同時タイムスロット中に通信することを各アクセスポイントが許
可するかどうかを識別するインジケータフィールドとを含み得る。
【０１１７】
　[0130]ＮＣタイムスロットアクセス構成要素１１１５－ａは、２次ノードが、１次ノー
ドとは異なる優先度において少なくとも１つのＮＣタイムスロット中に通信するための接
続情報を有する信号を２次ノードに送るように構成され得る。いくつかの例では、２次ノ
ードは、接続情報に従って１次ノードよりも低い優先度において少なくとも１つのＮＣタ
イムスロット中に通信し得る。他の例では、２次ノードは、１次ノードよりも高い優先度
において少なくとも１つのＮＣタイムスロット中に通信し得る。接続情報を有する信号は
、ビーコン信号、プローブ要求メッセージ、プローブ応答メッセージ、関連付け要求メッ
セージ、または関連付け応答メッセージ中で２次ノードに送られ得る。信号は、たとえば
、送信機１２２０－ａを介して送られ得る。
【０１１８】
　[0131]図１３は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のために構成されたワイ
ヤレスデバイス１３０５のブロック図１３００を示す。ワイヤレスデバイス１３０５は、
様々な構成を有し得、コンピュータ（たとえば、ラップトップコンピュータ、ネットブッ
クコンピュータ、タブレットコンピュータなど）、セルラー電話、携帯情報端末（ＰＤＡ
）、デジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）、インターネット機器、ゲームコンソール、電子
リーダーなどであるか、またはその一部であり得る。ワイヤレスデバイス１３０５は、場
合によっては、モバイル動作を容易にするために、小型バッテリーなどの内部電源（図示
せず）を有し得る。いくつかの実施形態では、ワイヤレスデバイス１３０５は、図２、図
４、図６、または図７を参照しながら説明した第１のノード２０５の態様の一例であり得
る。他の実施形態では、ワイヤレスデバイス１３０５は、図１を参照しながら説明したＡ
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Ｐ１０５および／またはＳＴＡ１１５の態様の一例であり得る。さらなる実施形態では、
ワイヤレスデバイス１３０５は、図８、図９、および図１０を参照しながら説明した装置
８０５の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス１３０５は、図１、図２、図３、図
４、図５、図６、または図７を参照しながら説明した特徴および機能のうちの少なくとも
いくつかを実装するように構成され得る。ワイヤレスデバイス１３０５は、図２、図４、
図６、または図７を参照しながら説明した第２および第３のノード１１５と通信するよう
に構成され得る。
【０１１９】
　[0132]ワイヤレスデバイス１３０５は、プロセッサ１３１０、（ソフトウェアコード（
ＳＷ）１３２５を含む）メモリ１３２０、（（１つまたは複数の）トランシーバ１３３０
によって表される）少なくとも１つのトランシーバ、（（１つまたは複数の）アンテナ１
３４０によって表される）少なくとも１つのアンテナ、ソフトＴＤＭ割当て構成要素８１
５－ｃ、および／またはＮＣタイムスロットアクセス構成要素１１１５－ｂを含み得る。
これらの構成要素の各々は、少なくとも１つのバス１３３５介して、直接または間接的に
、互いに通信していることがある。
【０１２０】
　[0133]トランシーバ１３３０は、（１つまたは複数の）アンテナ１３４０とともに、ノ
ード、アクセスポイント、ワイヤレス局、および／または他の装置とのワイヤレス通信を
容易にし得る。上記で説明した、ノードとのワイヤレス通信は、ソフトＴＤＭ割当て構成
要素８１５－ｃおよび／またはＮＣタイムスロットアクセス構成要素１１１５－ｂを使用
して管理され得る。
【０１２１】
　[0134]プロセッサ１３１０は、インテリジェントなハードウェアデバイス、たとえば、
中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。プロセ
ッサ１３１０は、（１つまたは複数の）トランシーバ１３３０を通して受信された情報を
処理し、および／または（１つまたは複数の）アンテナ１３４０を介した送信のためにト
ランシーバ１３３０に送られるべき情報を処理し得る。プロセッサ１３１０は、単独であ
るいはソフトＴＤＭ割当て構成要素８１５－ｃおよび／またはＮＣタイムスロットアクセ
ス構成要素１１１５－ｂとともに、ワイヤレスおよび／またはワイヤライン通信システム
を介して通信する様々な態様を扱い得る。
【０１２２】
　[0135]メモリ１３２０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および／または読取り専
用メモリ（ＲＯＭ）を含み得る。メモリ１３２０は、実行されたとき、ワイヤレス通信シ
ステムを介して通信するための本明細書で説明する様々な機能をプロセッサ１３１０に実
施させるように構成された命令を含んでいるコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソ
フトウェア（ＳＷ）コード１３２５を記憶し得る。代替的に、ソフトウェアコード（ＳＷ
）１３２５は、プロセッサ１３１０によって直接実行可能でないことがあるが、（たとえ
ば、コンパイルされ実行されたとき）本明細書で説明する様々な機能をワイヤレスデバイ
ス１３０５に実施させるように構成され得る。
【０１２３】
　[0136]ソフトＴＤＭ割当て構成要素８１５－ｃは、図８、図９、または図１０を参照し
ながら説明したソフトＴＤＭ割当て構成要素８１５の態様の一例であり得る。ソフトＴＤ
Ｍ割当て構成要素８１５－ｃは、少なくとも１つのタイムスロット中に通信するようにノ
ードの第１のグループに送られる１つまたは複数のソフトＴＤＭ割当てフィールドを構成
するために使用され得る。ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なくとも１つは、ノ
ードの第１のグループが少なくとも１つのタイムスロット中に通信するための接続情報を
ノードの第１のグループに搬送し得る。いくつかの実施形態では、ソフトＴＤＭ割当て構
成要素８１５－ｃ、またはそれの部分は、プロセッサを含み得るか、ならびに／あるいは
ソフトＴＤＭ割当て構成要素８１５－ｃの機能の一部または全部は、プロセッサ１３１０
によっておよび／またはプロセッサ１３１０とともに実施され得る。
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【０１２４】
　[0137]ＮＣタイムスロットアクセス構成要素１１１５－ｂは、図１１または図１２を参
照しながら説明したＮＣタイムスロットアクセス構成要素１１１５の態様の一例であり得
る。ＮＣタイムスロットアクセス構成要素１１１５－ｂは、少なくとも１つのＮＣタイム
スロット中に通信するようにＮＣノードに送られる１つまたは複数のソフトＴＤＭ割当て
フィールドを構成するために使用され得る。ＮＣタイムスロットアクセス構成要素１１１
５－ｂは、少なくとも１つのＮＣタイムスロット中に通信すべき１次ノードを識別し、ま
た、少なくとも１つのＮＣタイムスロット中に通信すべき２次ノードを識別するように構
成され得る。１次ノードまたは２次ノードとしてのノードの割当てはＮＣタイムスロット
に依存し得る。ＮＣタイムスロットアクセス構成要素１１１５－ｂは、２次ノードが少な
くとも１つのＮＣタイムスロット中に通信するための接続情報を２次ノードに送り得る。
ＮＣタイムスロットアクセス構成要素１１１５－ｂは、ビーコン信号中で接続情報を送り
得る。いくつかの実施形態では、ＮＣタイムスロットアクセス構成要素１１１５－ｂ、ま
たはそれの部分は、プロセッサを含み得るか、ならびに／あるいはＮＣタイムスロットア
クセス構成要素１１１５－ｂの機能の一部または全部は、プロセッサ１３１０によってお
よび／またはプロセッサ１３１０とともに実施され得る。
【０１２５】
　[0138]図１４は、上記で説明した原理の少なくとも１つの態様によるワイヤレス通信の
ための方法１４００の一例を示すフローチャートを示す。方法１４００は、図１を参照し
ながら上記で説明したＳＴＡ１１５、ＡＰ１０５、図２、図４、図６、または図７を参照
しながら上記で説明した第１のノード２０５、図８、図９、図１０、または図１１の装置
８０５または１１０５、ならびに／あるいは図１２を参照しながら上記で説明したワイヤ
レスデバイス１３０５のうちの少なくとも１つによって実装され得る。いくつかの例では
、ＳＴＡ１１５、ＡＰ１０５、装置８０５もしくは１１０５などの装置、またはワイヤレ
スデバイス１３０５のうちの１つなどのノードは、以下で説明する機能を実施するように
ＳＴＡ、ＡＰ、ノード、装置、またはデバイスの機能要素を制御するためにコードのセッ
トを実行し得る。
【０１２６】
　[0139]ブロック１４０５において、方法１４００は、１つまたは複数のソフト時分割多
重化（ＴＤＭ）割当てフィールドを備える信号をノードの第１のグループに送り得、ここ
において、ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なくとも１つは、少なくとも１つの
タイムスロット中に通信するノードの第２のグループの第２の優先度レベルとは異なる第
１の優先度レベルにおいて少なくとも１つのタイムスロット中に通信するためにノードの
第１のグループに接続情報を搬送するように構成される。たとえば、信号は、図２、図４
、または図６を参照しながら上記で説明したように、それぞれ２１５～２１０、４１５～
４２０、６１５～６２０において送られ得る。
【０１２７】
　[0140]ブロック１４１０において、方法１４００は、第１の優先度レベルにおいて少な
くとも１つのタイムスロット中にノードの第１のグループからの少なくとも１つのノード
と通信し得る。たとえば、通信は、図２、図４、または図６を参照しながら上記で説明し
たように、それぞれ２２５、４２５、６３０において実施され得る。
【０１２８】
　[0141]いくつかの実施形態では、ブロック１４０５または１４１０における動作は、図
８、図９、図１０または図１３を参照しながら説明したソフトＴＤＭ割当て構成要素８１
５を使用して実施され得る。とはいえ、方法１４００は一実装形態にすぎず、方法１４０
０の動作は、他の実装形態が可能であるように並べ替えられるか、または場合によっては
修正され得ることに留意されたい。
【０１２９】
　[0142]図１５は、上記で説明した原理の少なくとも１つの態様によるワイヤレス通信の
ための方法１５００の一例を示すフローチャートを示す。方法１５００は、図１を参照し
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ながら上記で説明したＳＴＡ１１５、ＡＰ１０５、図２、図４、図６、または図７を参照
しながら上記で説明した第１のノード２０５、図８、図９、図１０、または図１１の装置
８０５または１１０５、ならびに／あるいは図１２を参照しながら上記で説明したワイヤ
レスデバイス１３０５のうちの少なくとも１つによって実装され得る。いくつかの例では
、ＳＴＡ１１５、ＡＰ１０５、装置８０５もしくは１１０５などの装置、またはワイヤレ
スデバイス１３０５のうちの１つなどのノードは、以下で説明する機能を実施するように
ＳＴＡ、ＡＰ、ノード、装置、またはデバイスの機能要素を制御するためにコードのセッ
トを実行し得る。
【０１３０】
　[0143]ブロック１５０５において、方法１５００は、１つまたは複数のソフトＴＤＭ割
当てフィールドを備える信号をノードの第１のグループに送り得、ここにおいて、ソフト
ＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なくとも１つは、第１のタイムスロット中に通信する
ノードの第２のグループの優先度レベルよりも低い優先度レベルにおいて第１のタイムス
ロット中に通信するためにノードの第１のグループに接続情報を搬送するように構成され
、ここにおいて、少なくとも第１のタイムスロットは、反復スケジュール上でそれぞれ繰
り返す複数のタイムスロットを含み得る。たとえば、信号は、図２、図４、または図６を
参照しながら上記で説明したように、それぞれ２１５～２１０、４１５～４２０、６１５
～６２０において送られ得る。ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なくとも１つは
周期性情報を備え得、ソフトＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なくとも１つは、第１の
タイムスロットに関連する接続情報を使用して通信のためにノードのグループの少なくと
も１つのグループに第１のタイムスロットと１つまたは複数の後続のタイムスロットとを
搬送し得る。たとえば、ソフトＴＤＭ割当ては、図２、図４、または図６を参照しながら
上記で説明したように、それぞれ２２５、４２５、６３０において第１のタイムスロット
と１つまたは複数の後続のタイムスロットとを搬送し得る。
【０１３１】
　[0144]ブロック１５１０において、方法１５００は、より低い優先度レベルにおいて、
第１のタイムスロット中におよび第１のタイムスロットの１つまたは複数の後続の発生中
に、ノードの第１のグループからの少なくとも１つのノードと通信し得る。たとえば、通
信は、図２、図４、または図６を参照しながら上記で説明したように、それぞれ２２５、
４２５、６３０において実施され得る。
【０１３２】
　[0145]いくつかの実施形態では、ブロック１５０５または１５１０における動作は、図
８、図９、図１０、または図１３を参照しながら説明したソフトＴＤＭ割当て構成要素８
１５を使用して実施され得る。とはいえ、方法１５００は一実装形態にすぎず、方法１５
００の動作は、他の実装形態が可能であるように並べ替えられるか、または場合によって
は修正され得ることに留意されたい。
【０１３３】
　[0146]図１６は、上記で説明した原理の少なくとも１つの態様によるワイヤレス通信の
ための方法１６００の一例を示すフローチャートを示す。方法１６００は、図１を参照し
ながら上記で説明したＳＴＡ１１５、ＡＰ１０５、図２、図４、図６、または図７を参照
しながら上記で説明した第１のノード２０５、図８、図９、図１０、または図１１の装置
８０５または１１０５、ならびに／あるいは図１２を参照しながら上記で説明したワイヤ
レスデバイス１３０５のうちの少なくとも１つによって実装され得る。いくつかの例では
、ＳＴＡ１１５、ＡＰ１０５、装置８０５もしくは１１０５などの装置、またはワイヤレ
スデバイス１３０５のうちの１つなどのノードは、以下で説明する機能を実施するように
ＳＴＡ、ＡＰ、ノード、装置、またはデバイスの機能要素を制御するためにコードのセッ
トを実行し得る。
【０１３４】
　[0147]ブロック１６０５において、方法１６００は、１つまたは複数のソフトＴＤＭ割
当てフィールドを備える信号をノードの第１のグループに送り得、ここにおいて、ソフト
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ＴＤＭ割当てフィールドのうちの少なくとも１つは、少なくとも１つのタイムスロット中
に通信するノードの第２のグループの第２の優先度レベルとは異なる第１の優先度レベル
において少なくとも１つのタイムスロット中に通信するためにノードの第１のグループに
接続情報を搬送するように構成され、ここにおいて、ソフトＴＤＭ割当ては、１つまたは
複数のバックオフ動作ルールをさらに搬送する。たとえば、信号は、図２、図４、または
図６を参照しながら上記で説明したように、それぞれ２１５～２１０、４１５～４２０、
６１５～６２０において送られ得る。
【０１３５】
　[0148]ブロック１６１０において、方法１６００は、第１の優先度において少なくとも
１つのタイムスロット中にノードの第１のグループからの少なくとも１つのノードと通信
し得、この少なくとも１つのノードは、少なくとも１つのバックオフタイマーを制御する
ためにバックオフ動作ルールを実装する。たとえば、通信は、図２、図４、または図６を
参照しながら上記で説明したように、それぞれ２２５、４２５、６３０において実施され
得る。たとえば、バックオフ時間制御は、図６を参照しながら上記で説明したように、６
２５または６３５において実施され得る。
【０１３６】
　[0149]いくつかの実施形態では、ブロック１６０５または１６１０における動作は、図
８、図９図、１０、または図１３を参照しながら説明したソフトＴＤＭ割当て構成要素８
１５を使用して実施され得る。とはいえ、方法１６００は一実装形態にすぎず、方法１６
００の動作は、他の実装形態が可能であるように並べ替えられるか、または場合によって
は修正され得ることに留意されたい。
【０１３７】
　[0150]図１７は、上記で説明した原理の少なくとも１つの態様によるワイヤレス通信の
ための方法１７００の一例を示すフローチャートを示す。方法１７００は、図１を参照し
ながら上記で説明したＳＴＡ１１５、ＡＰ１０５、図２、図４、図６、または図７を参照
しながら上記で説明した第１のノード２０５、図８、図９、図１０、または図１１の装置
８０５または１１０５、ならびに／あるいは図１２を参照しながら上記で説明したワイヤ
レスデバイス１３０５のうちの少なくとも１つによって実装され得る。いくつかの例では
、ＳＴＡ１１５、ＡＰ１０５、装置８０５もしくは１１０５などの装置、またはワイヤレ
スデバイス１３０５のうちの１つなどのノードは、以下で説明する機能を実施するように
ＳＴＡ、ＡＰ、ノード、装置、またはデバイスの機能要素を制御するためにコードのセッ
トを実行し得る。
【０１３８】
　[0151]ブロック１７０５において、方法１７００は、拡張分散チャネルアクセスの少な
くとも１つの非同時タイムスロット中に通信すべき少なくとも１つの１次ノードを識別し
得る。たとえば、１次ノードは、図７を参照しながら上記で説明したように、７０５にお
いて識別され得る。
【０１３９】
　[0152]ブロック１７１０において、方法１７００は、少なくとも１つの非同時タイムス
ロット中に通信すべき少なくとも１つの２次ノードを識別し得る。たとえば、２次ノード
は、図７を参照しながら上記で説明したように、７１０において識別され得る。
【０１４０】
　[0153]ブロック１７１５において、方法１７００は、接続情報を搬送するために少なく
とも１つの２次ノードに信号を送り得、接続情報は、少なくとも１つの非同時タイムスロ
ット中に通信すべき２次ノードのためのものであり、２次ノードは、１次ノードの第２の
優先度レベルとは異なる第１の優先度レベルにおいて少なくとも１つの非同時タイムスロ
ット中に通信する。たとえば、信号は、図７を参照しながら上記で説明したように、７１
５または７２０において送られ得る。
【０１４１】
　[0154]いくつかの実施形態では、ブロック１７０５、１７１０、または１７１５におけ
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る動作は、図１１、図１２または図１３を参照しながら説明したＮＣタイムスロットアク
セス構成要素１１１５を使用して実施され得る。とはいえ、方法１７００は一実装形態に
すぎず、方法１７００の動作は、他の実装形態が可能であるように並べ替えられるか、ま
たは場合によっては修正され得ることに留意されたい。
【０１４２】
　[0155]添付の図面に関して上記に記載した詳細な説明は、例示的な実施形態について説
明しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る実施形態のみを表すものではな
い。「例示的」または「例示的な」という用語は、この説明で使用されるとき、「一例、
事例、または例示としての役割を果たす」ことを意味し、「好ましい」または「他の実施
形態よりも有利な」を意味するわけではない。詳細な説明は、説明する技法の理解を与え
るための具体的な詳細を含む。ただし、これらの技法は、これらの具体的な詳細なしに実
施され得る。場合によっては、説明する実施形態の概念を不明瞭にしないように、よく知
られている構造およびデバイスはブロック図の形態で示される。
【０１４３】
　[0156]情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
。たとえば、上の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、信号
、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子、光
場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１４４】
　[0157]実施形態において、図８、図９、図１０、図１１、図１２、および図１３に示さ
れている構成要素はそれぞれ、図８、図９、図１０、図１１、図１２、および図１３を参
照しながら本明細書で説明した機能を実施するための回路または回路構成を含み得る。
【０１４５】
　[0158]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよび構成要素は、汎
用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプロ
グラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要
素、あるいは本明細書で説明した機能を実施するように設計されたそれらの任意の組合せ
を用いて実装または実施され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、
代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロ
ーラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ
、たとえばＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰ
コアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構
成としても実装され得る。
【０１４６】
　[0159]本明細書で説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。プロセッサによって
実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、命令またはコードとしてコンピュー
タ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。他
の例および実装形態は、本開示の範囲内および添付の特許請求の範囲内に入る。たとえば
、ソフトウェアの性質により、上記で説明した機能は、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのいず
れかの組合せを使用して実装され得る。機能を実装する特徴はまた、異なる物理ロケーシ
ョンにおいて機能の部分が実装されるように分散されることを含めて、様々な位置に物理
的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、「のう
ちの少なくとも１つ」で終わる項目の列挙中で使用される「または」は、たとえば、「Ａ
、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまた
はＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような選言
的列挙を示す。
【０１４７】
　[0160]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
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憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体
であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的
消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コンパクトディスク（Ｃ
Ｄ）－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気
ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手
段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータまたは汎用も
しくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる
。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェ
アが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳ
Ｌ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブ
サイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファ
イバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などの
ワイヤレス技術は媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およびデ
ィスク（disc）は、ＣＤ（disc）、レーザディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（
disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク
（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）
は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザで光学的に再
生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１４８】
　[0161]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように提供されたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかとな
り、本明細書で定義される一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態
に適用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、一例ま
たは一事例を示すものであり、言及された例についての選好を暗示せず、または必要とし
ない。したがって、本開示は、本明細書に記載された例および設計に限定されるべきでな
く、本明細書で開示された原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべ
きである。
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